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長
引
く
コ
ロ
ナ
禍
の
影
響
は
、
社
会
に
大
き

く
広
が
っ
て
い
ま
す
。
学
生
の
キ
ャ
ン
パ
ス
ラ

イ
フ
が
大
き
く
制
約
さ
れ
、
主
体
的
な
活
動
の

場
を
失
っ
た
こ
と
に
よ
る
喪
失
感
や
孤
立
感
を

か
か
え
た
学
生
た
ち
に
対
し
て
は
、
そ
れ
を
補

え
る
機
会
を
創
出
し
て
い
く
こ
と
が
必
要
で
す
。

経
済
的
に
も
精
神
的
に
も
、
必
要
に
応
じ
た
支

援
を
継
続
的
に
展
開
し
て
ま
い
り
ま
す
。
加
え

て
、
日
本
に
入
国
で
き
ず
に
い
る
留
学
生
の
こ

と
も
、
重
大
な
課
題
と
し
て
受
け
止
め
、
対
策

を
講
じ
て
い
ま
す
。

　
授
業
運
営
に
対
し
て
は
、
対
面
授
業
で
な
け

れ
ば
で
き
な
い
こ
と
が
在
る
と
痛
感
す
る
一
方

で
、
オ
ン
ラ
イ
ン
授
業
が
持
つ
可
能
性
も
実
感

す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
こ
の
経
験
を
生
か

せ
る
今
は
、
大
学
教
育
を
新
し
い
発
展
に
導
く

好
機
で
も
あ
る
と
受
け
止
め
て
い
ま
す
。
こ
れ

ま
で
の
授
業
運
営
の
在
り
方
を
見
直
し
、
対
面

授
業
と
オ
ン
ラ
イ
ン
授
業
の
ベ
ス
ト
ミ
ッ
ク
ス

を
模
索
し
な
が
ら
、
法
政
大
学
の
教
育
を
さ
ら

に
力
強
く
、
学
生
を
成
長
さ
せ
る
も
の
に
進
化

さ
せ
て
い
く
こ
と
を
目
指
し
ま
す
。

　
ま
た
、
昨
年
以
来
、
教
員
が
講
師
と
な
っ
て

職
員
に
対
す
る
研
修
を
行
う
な
ど
、
教
員
と
職

員
が
お
互
い
の
強
み
を
生
か
し
合
う
、「
教
職

協
働
」
の
確
立
を
進
め
て
い
ま
す
。
行
政
学
を

研
究
し
て
き
た
私
自
身
も
、
職
員
に
向
け
て
行

政
の
制
度
を
解
説
し
た
上
で
、
大
学
と
し
て
の

ポ
リ
シ
ー
を
ど
の
よ
う
に
実
現
す
る
か
、
と

い
っ
た
話
を
し
て
い
ま
す
。
こ
う
し
た
学
び
合

い
の
機
会
を
通
し
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
教
職
員
が

持
つ
経
験
と
知
識
を
効
果
的
に
組
み
合
わ
せ
る

こ
と
で
、
大
学
の
総
合
力
向
上
に
つ
な
げ
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。

　
い
ま
大
学
に
対
す
る
社
会
の
理
解
や
評
価
は
、

イ
メ
ー
ジ
が
先
行
し
て
揺
ら
い
で
い
ま
す
。
大

学
と
い
う
教
育
機
関
の
特
性
と
、
社
会
か
ら
求

め
ら
れ
る
人
材
像
、
そ
れ
ぞ
れ
を
深
い
レ
ベ
ル

で
理
解
し
、
結
び
つ
け
る
こ
と
で
、
総
合
的
に

社
会
へ
貢
献
で
き
る
人
材
を
育
て
て
い
く
。
そ

の
よ
う
な
関
係
性
を
再
構
築
す
る
た
め
に
、
社

会
と
法
政
大
学
と
の
間
で
約
束
を
結
び
直
す
時

期
で
は
な
い
か
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
法
政
大
学
で
の
学
び
は
、
あ
ら
ゆ
る
立
場
の

人
び
と
へ
の
共
感
力
を
養
い
、
問
題
の
本
質
を

と
ら
え
る
健
全
な
批
判
精
神
と
、
課
題
解
決
力

を
育
て
て
い
く
こ
と
に
ほ
か
な
り
ま
せ
ん
。
硬

派
な
イ
メ
ー
ジ
を
持
た
れ
る
こ
と
の
多
い
本
学

で
す
が
、
今
の
実
像
は
、
3
キ
ャ
ン
パ
ス
に
15

学
部
を
擁
す
る
総
合
大
学
と
し
て
、
男
女
と
も

に
バ
ラ
ン
ス
良
く
活
躍
の
機
会
を
有
し
て
い
る

と
自
負
し
て
い
ま
す
。

　
建
学
以
来
、「
自
由
と
進
歩
」
の
精
神
を
尊

ん
で
き
た
法
政
大
学
は
、法
政
大
学
憲
章
で「
自

由
を
生
き
抜
く
実
践
知
」
を
掲
げ
、
世
界
の
ど

こ
で
も
生
き
抜
く
力
を
有
す
る
人
材
を
創
出
し

続
け
て
い
く
こ
と
を
社
会
に
向
け
て
約
束
し
て

い
ま
す
。
卒
業
生
の
皆
さ
ま
も
、
ご
自
身
の
歩

み
を
振
り
返
り
、
思
い
出
を
語
る
時
、
自
分
の

中
に
あ
る「
実
践
知
」に
つ
い
て
、
考
え
て
み
て

い
た
だ
け
な
い
で
し
ょ
う
か
。
そ
の
答
え
の
中

に
、
法
政
大
学
ら
し
さ
が
あ
る
こ
と
で
し
ょ
う
。

　
大
学
を
取
り
巻
く
環
境
が
一
層
厳
し
さ
を
増

す
こ
れ
か
ら
の
時
代
を
、「
自
由
を
生
き
抜
く

実
践
知
」
に
よ
っ
て
乗
り
越
え
、
こ
れ
ま
で
推

進
し
て
き
た
ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ
活
動
を
さ
ら
に

強
化
し
、
大
学
運
営
に
臨
ん
で
い
き
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。

法政大学総長  廣瀬 克哉
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法政の「いま」をお伝えします。
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2
0
1
4
年
3
月
の
着
工
か
ら
足
掛

け
7
年
に
わ
た
る
大
規
模
な
工
事
と

な
っ
た
、
市
ケ
谷
キ
ャ
ン
パ
ス
55
・
58

年
館
建
替
工
事
は
、
2
0
2
1
年
1
月

末
に
竣
工
い
た
し
ま
し
た
。

　
戦
後
の
日
本
を
代
表
す
る
大
学
建
築

で
あ
っ
た
55
・
58
年
館
の
特
徴
あ
る
外

観
や
デ
ィ
テ
ー
ル
は
、
学
舎
と
し
た
卒

業
生
の
み
な
ら
ず
、
多
く
の
人
々
の
記

憶
に
刻
ま
れ
て
き
ま
し
た
。
そ
う
し
た

「
キ
ャ
ン
パ
ス
の
記
憶
、
歴
史
を
つ
な

ぐ
」
と
い
う
コ
ン
セ
プ
ト
の
下
、
キ
ャ

ン
パ
ス
全
体
の
一
体
的
利
用
を
可
能
と

す
る
建
物
・
外
構
配
置
、
水
と
緑
に
恵

ま
れ
た
周
辺
環
境
と
の
調
和
な
ど
を
図

り
な
が
ら
工
事
は
進
め
ら
れ
ま
し
た
。

　
2
0
1
6
年
8
月
に
富
士
見
ゲ
ー
ト
、

2
0
1
9
年
3
月
に
大
内
山
校
舎
が
竣

工
、
そ
の
後
中
央
広
場
や
大
内
山
庭
園

を
中
心
と
し
た
外
構
工
事
を
経
て
、
建

替
工
事
計
画
を
全
て
無
事
に
完
了
。
市

ケ
谷
キ
ャ
ン
パ
ス
の
教
育
・
研
究
施
設
、

学
生
生
活
環
境
の
さ
ら
な
る
充
実
が
実

現
さ
れ
ま
し
た
。

市
ケ
谷
キ
ャ
ン
パ
ス
55・58
年
館

建
替
工
事
竣
工
の
お
知
ら
せ

外濠側（正門付近）から見た富士見ゲート

キャンパス中央広場から見た大内山校舎

キャンパス中央広場を中心とした工事区域全景 大内山庭園
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掲
げ
て
い
ま
す
が
、
2
0
2
1
年
度
予

算
は
、
前
述
の
と
お
り
厳
し
い
収
支
状

況
が
見
込
ま
れ
て
い
る
こ
と
、
お
よ
び

コ
ロ
ナ
禍
に
よ
る
事
業
環
境
の
不
透
明

さ
な
ど
の
実
態
を
考
慮
し
、
基
本
金
繰

入
前
当
年
度
収
支
差
額
の
目
標
値
を

10
･
2
億
円
（
事
業
活
動
収
支
差
額
比

率
2
･
1
％
相
当
）
と
し
ま
し
た
。
併

せ
て
、
全
て
の
事
業
に
お
い
て
、
直
近

の
実
績
や
客
観
的
指
標
な
ど
の
根
拠
を

重
視
し
た
予
算
配
分
や
事
業
の
縮
小
な

ど
を
含
め
た
見
直
し
を
徹
底
し
、
左
記

の
基
本
方
針
を
掲
げ
、
予
算
編
成
を
行

い
ま
し
た
。

　　
本
学
の
中
長
期
的
な
収
支
見
通
し

は
、
収
入
面
に
お
い
て
は
、
文
部
科
学

省
に
よ
る
定
員
管
理
の
厳
格
化
政
策
の

も
と
、
学
校
法
人
の
主
た
る
収
入
で
あ

る
学
生
生
徒
等
納
付
金
の
大
幅
な
増
額

を
見
込
む
こ
と
は
困
難
で
あ
り
、
こ
の

状
況
は
今
後
も
続
く
こ
と
が
見
込
ま
れ

ま
す
。
ま
た
、
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
る
志
願

者
動
向
に
も
注
視
が
必
要
で
あ
り
、
特

に
学
部
一
般
入
試
の
志
願
者
数
想
定
は

保
守
的
に
な
ら
ざ
る
を
得
な
い
状
況
に

あ
り
ま
す
。
一
方
、支
出
面
に
お
い
て
、

施
設
・
設
備
の
維
持
・
管
理
・
更
新
な

ど
の
教
育
・
研
究
環
境
整
備
に
要
す
る

経
費
の
他
、
ウ
ィ
ズ
コ
ロ
ナ
・
ポ
ス
ト

コ
ロ
ナ
を
見
据
え
た
施
設
・
設
備
環
境

の
整
備
や
オ
ン
ラ
イ
ン
授
業
実
施
環
境

の
整
備
、
奨
学
金
な
ど
家
計
急
変
学
生

へ
の
経
済
的
支
援
な
ど
、
今
後
も
一
定

の
支
出
規
模
が
続
く
こ
と
が
見
込
ま
れ

ま
す
。

　
2
0
2
1
年
度
は
、
直
近
の
各
年
度

に
お
け
る
学
部
新
入
生
の
受
入
状
況
か

ら
学
部
学
生
数
が
減
少
し
、
こ
れ
に
伴

い
、
本
学
の
収
入
の
大
き
な
割
合
を
占

め
る
学
生
生
徒
等
納
付
金
は
減
少
が
見

込
ま
れ
ま
す
。

　
長
期
ビ
ジ
ョ
ン（
Ｈ
Ｏ
Ｓ
Ｅ
Ｉ
2
0
3
0
）

で
は
、
中
長
期
財
政
指
標
と
し
て
、
事

業
活
動
収
支
差
額
比
率
10
％
の
確
保
を

事業活動収支計算において、基本金
組入前当年度収支差額の目標値を
10.2億円（±2億円）とし、全ての経費
について、費用対効果を重視した見直
しを徹底する。

1

2

第一期中期経営計画に基づく各取り
組み課題について、新型コロナウイル
ス感染症への対応を念頭に、各取り
組み施策の継続的な実施を図る。

3

減価償却引当特定資産（40億円）お
よび教学改革引当特定資産（80億円）
の積み増しを行う（※）。

※再度理事会で慎重に協議した結果、教学改革
引当特定資産については、より具体的な事業計画
の検討をした後、改めて計上することに変更しま
した。

は限られています。また、支出も教職員の人件費
や校舎の維持費用など、その多くが固定的です。
その中で、教育研究条件の向上に努め、質の高い
教育研究を永続的に展開していくためには、中長
期的な財政計画の下、各年度に具体的方針を定め、
教学上の諸要求と財政の調和を図りながら、収支
の均衡のとれた予算を編成する必要があります。

　学校法人を運営するための財源は、その大半が
学生・生徒（保護者）からの学費、受験料、寄付
金および国・地方公共団体からの補助金などの資
金によって賄われています。これらの収入を見積
もり、いかに効率的・効果的に教育研究活動や施
設・設備の改善・充実を図っていくかの計画を立
てるのが学校法人の予算です。学校法人の収入源
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ス
型
授
業
」（
対
面
授
業
の
オ
ン
ラ
イ

ン
で
の
同
時
配
信
）な
ど
、コ
ロ
ナ
禍
に

対
応
し
た
柔
軟
な
授
業
設
計
に
取
り
組

む
た
め
、2
0
2
1
年
度
の
授
業
開
始
に

向
け
、
2
0
2
0
年
度
中
に
、
必
要
な

設
備
・
機
器
類
の
設
置
な
ど
準
備
を
行

い
ま
し
た
。

　
上
記
の
他
、
2
0
1
9
年
度
よ
り
導

入
し
て
い
る
事
業
評
価
制
度
で
は
、
2

件
の
事
業
評
価
を
実
施
し
ま
し
た
。「
事

業
評
価
制
度
」
は
、
新
規
・
既
存
を
問

わ
ず
、
事
業
に
つ
い
て
、
そ
の
実
現
方

法
や
コ
ス
ト
の
妥
当
性
、
目
標
に
対
す

る
成
果
、
本
学
に
お
け
る
必
要
性
等
を

評
価
す
る
も
の
で
す
。
今
後
、
評
価
結

果
を
踏
ま
え
た
対
応
を
検
討
し
て
い
き

ま
す
。

　
資
産
の
部
合
計
は
、
有
価
証
券
の
増

加
な
ど
に
よ
り
前
年
比
55
億
円
の
増
と

な
り
ま
し
た
。
一
方
、
負
債
の
部
合
計

期
経
営
計
画（
2
0
1
8
年
度
〜
2
0
2
1

年
度
）に
よ
り
、取
り
組
み
を
進
め
て
い

ま
す
。
第
一
期
中
期
経
営
計
画
は
、「
教

学
改
革
（
キ
ャ
ン
パ
ス
再
構
築
の
推

進
）」、「
教
育
・
研
究
環
境
整
備
」、「
財

政
健
全
化
」
を
三
つ
の
柱
と
し
て
、
そ

の
中
核
に
位
置
付
け
て
い
ま
す
。

　
2
0
2
0
年
度
に
行
っ
た
主
な
事
業

は
、
①
Ｈ
Ｏ
Ｓ
Ｅ
Ｉ
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
の

設
置
・
運
営
事
業
、
オ
ン
ラ
イ
ン
化
シ

ス
テ
ム
構
築
事
業
な
ど
の
重
点
施
策
事

業
、②（
文
部
科
学
省
）ス
ー
パ
ー
グ
ロ
ー

バ
ル
大
学
（
Ｓ
Ｇ
Ｕ
）
創
成
支
援
事
業
、

③
（
市
ケ
谷
）
55
・
58
年
館
建
替
工
事

の
他
、
各
校
地
の
空
調
・
防
犯
設
備
更

新
工
事
な
ど
の
建
設
・
修
繕
事
業
、
④

教
育
学
術
情
報
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク（
ｎ
ｅ
ｔ

2
0
1
7
）、
情
報
教
育
シ
ス
テ
ム

（
ｅ
ｄ
ｕ
）
な
ど
の
Ｉ
Ｃ
Ｔ
事
業
な
ど
で

す
。ま
た
、授
業
実
施
に
お
い
て
は
、「
ハ

イ
ブ
リ
ッ
ド
型
授
業
」（
対
面
と
オ
ン
ラ

イ
ン
の
組
み
合
わ
せ
）や「
ハ
イ
フ
レ
ッ
ク

は
、
オ
ン
ラ
イ
ン
講
義
環
境
整
備
事
業

等
に
伴
う
未
払
金
の
増
な
ど
に
よ
り
前

年
比
18
億
円
の
増
と
な
り
ま
し
た
。
ま

た
純
資
産
の
部
は
、
繰
越
収
支
差
額

23
億
円
の
増
な
ど
に
よ
り
前
年
比
37
億

円
の
増
と
な
り
ま
し
た
。

　
2
0
2
0
年
度
の
事
業
活
動
収
入
は

5
0
1
億
円
と
な
り
ま
し
た
。
一
方
、

事
業
活
動
支
出
は
4
6
3
億
円
と
な
り

ま
し
た
。
事
業
活
動
収
入
か
ら
事
業
活

動
支
出
を
引
い
た
基
本
金
組
入
前
当
年

度
収
支
差
額
は
37
億
円
の
収
入
超
過
と

な
り
ま
し
た
。
ま
た
、
基
本
金
組
入
前

当
年
度
収
支
差
額
か
ら
基
本
金
組
入
額

を
控
除
し
た
当
年
度
収
支
差
額
は
23
億

円
の
収
入
超
過
と
な
り
、
翌
年
度
繰
越

収
支
差
額
は
4
3
5
億
円
の
支
出
超
過

と
な
り
ま
し
た
。

　
2
0
2
0
年
度
は
急
速
に
拡
大
し
た

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
対
応

す
る
た
め
、
春
学
期
開
始
時
か
ら
急

き
ょ
授
業
を
オ
ン
ラ
イ
ン
に
切
り
替
え

て
実
施
し
ま
し
た
。こ
れ
に
合
わ
せ
て
、

大
学
で
は
経
済
的
に
困
窮
し
た
学
生
へ

の
経
済
支
援
（
奨
学
金
、
学
内
雇
用
の

拡
大
）、
オ
ン
ラ
イ
ン
授
業
に
対
す
る

学
生
の
受
講
環
境
支
援
を
行
い
、
秋
学

期
か
ら
は
「
学
生
生
活
応
援
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
」
を
設
置
し
て
、
コ
ロ
ナ
禍
に
お

け
る
学
生
同
士
の
交
流
の
場
を
提
供
し

て
き
ま
し
た
。
大
学
が
行
う
学
生
へ
の

経
済
支
援
を
確
実
に
支
え
る
た
め
に
、

「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
緊
急
対
策
奨

学
基
金
」
を
設
立
し
、
多
く
の
方
々
か

ら
支
援
を
頂
き
ま
し
た
。

　
他
方
、
本
学
は
現
在
、
長
期
ビ
ジ
ョ

ン
（
Ｈ
Ｏ
Ｓ
Ｅ
Ｉ
2
0
3
0
）
の
も
と
、

2
0
1
7
年
度
に
策
定
し
た
第
一
期
中

（単位：百万円）
科　目 2020年度決算 （参考）2021年度予算

教

育

活

動

収

支

学生生徒等納付金 39,263 38,802
手数料 3,052 3,272
寄付金 543 389

経常費等補助金 5,281 4,757
付随事業収入 437 327

雑収入 908 1,012
教育活動収入計 49,485 48,560
人件費 26,483 26,971
教育研究経費 17,248 17,800
管理経費 2,235 2,181
徴収不能額等 0 0

教育活動支出計 45,967 46,952
教育活動収支差額 3,518 1,608

教
育
活
動
外
収
支

受取利息・配当金 440 449

その他の教育活動外収入 31 31

教育活動外収入計 470 479

借入金等利息 31 27

その他の教育活動外支出 0 0

教育活動外支出計 31 27

教育活動外収支差額 439 452

経常収支差額 3,957 2,060

特
別
収
支

資産売却差額 0 0

その他の特別収入 112 1

特別収入計 112 1

資産処分差額 325 68

その他の特別支出 15 0

特別支出計 340 68

特別収支差額 △228 △66
〔予備費〕 750

基本金組入前当年度収支差額 3,729 1,244
基本金組入額合計 △1,471 △2,661
当年度収支差額 2,257 △1,417
前年度繰越収支差額 △45,788 △45,642
基本金取崩額 0 0

翌年度繰越収支差額 △43,531 △47,059
（参考）
事業活動収入計 50,067 49,040
事業活動支出計 46,338 47,797

事業活動収支差額比率 7.4% 2.5%

事
業
活
動
収
入
の
部

事
業
活
動
支
出
の
部

事
業
活
動

収
入
の
部

事
業
活
動

収
入
の
部

事
業
活
動

支
出
の
部

事
業
活
動

支
出
の
部

表2 事業活動収支計算書

資 産 の 部
科　目 2020年度末 2019年度末 増減

固定資産 205,703 204,998 705

有形固定資産 136,628 138,390 △ 1,762
特定資産 44,844 44,096 748

その他の固定資産 24,230 22,511 1,719
流動資産 27,299 22,525 4,775
資産の部合計 233,002 227,522 5,480

負債の部・純資産の部
科　目 2020年度末 2019年度末 増減

固定負債 18,904 18,986 △ 82
長期借入金　 4,527 4,904 △ 377
長期未払金　 1,181 894 287

退職給与引当金　 13,196 13,188 8

流動負債 11,842 10,009 1,833
短期借入金 377 377 0

未払金・前受金・預り金 11,465 9,632 1,833
負債の部合計 30,746 28,995 1,751
基本金 245,787 244,315 1,471
繰越収支差額 △ 43,531 △ 45,788 2,257
純資産の部合計 202,256 198,527 3,729
負債及び純資産の部合計 233,002 227,522 5,480

減価償却累計額 96,065 92,520 3,545
基本金未組入額 6,368 5,908 460

（単位：百万円）
表1 貸借対照表

（注）表の金額は百万円未満
を四捨五入しています。その
ため、合計が計算上一致しな
い場合があります。
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本
学
を
取
り
巻
く
経
営
環
境
は
、
前

述
の
と
お
り
、
厳
し
い
状
況
が
続
く
見

込
み
で
す
。
重
点
的
・
強
化
事
業
へ
の

予
算
配
分
に
よ
る
事
業
実
施
と
並
行
し

て
、
経
費
削
減
お
よ
び
収
入
源
の
確
保

に
係
る
計
画
的
な
取
り
組
み
も
進
め
て

い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　
2
0
1
7
年
度
に
策
定
し
た
「
第
一

期
中
期
経
営
計
画
（
2
0
1
8
年
度
〜

2
0
2
1
年
度
）」
の
も
と
、
2
0
3
0
年

の
本
学
の
目
指
す
姿
を
実
現
す
る
た
め

の
諸
事
業
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
が
、

第
一
期
中
期
経
営
計
画
の
最
終
年
度
に

あ
た
る
2
0
2
1
年
度
で
は
、
計
画
の

実
施
・
進
捗
状
況
を
把
握
す
る
た
め
の

評
価
指
標
や
基
準
の
在
り
方
を
改
め
て

検
討
し
、
2
0
2
2
年
度
か
ら
の
第
二

期
中
期
経
営
計
画
を
策
定
し
ま
す
。
よ

り
強
固
な
財
政
基
盤
の
構
築
と
と
も

に
、
諸
事
業
に
要
す
る
財
源
の
捻
出
の

た
め
に
も
、引
き
続
き
、外
部
資
金
の
獲

得
等
収
入
源
の
拡
充
や
、
事
業
評
価
制

度
に
よ
る
事
業
の
在
り
方
の
見
直
し
な

ど
の
取
り
組
み
を
進
め
、
中
期
経
営
計

画
の
着
実
な
実
行
を
図
り
ま
す
。

　今、世界中の人々が誰一人取り残されることなくこの地球で暮らし続けるために、ＳＤＧｓ（持続可能な開
発目標）への取り組みが求められています。

わたしたちは、法政大学憲章「自由を生き抜く実践知」を本学の教育・研究の基本と捉え、
長期ビジョン「HOSEI2030」の実現を通して、
持続可能な社会の未来に貢献していきます。

　長期ビジョン「HOSEI2030」は、創立150周年を迎える2030年の法政大学の姿を構想した目標です。
「HOSEI2030」の策定の中で、法政大学憲章「自由を生き抜く実践知」を制定し、「世界のどこでも生き
抜く力を有するあまたの卒業生たちと力を合わせて、法政大学は持続可能な社会の未来に貢献します」と、
社会に対して約束をいたしました。
　ＨＯＳＥＩみらい募金へのご寄付は、「HOSEI2030」の実現のため、持続可能な社会の未来に貢献する
ために活用させていただきます。
　わたしたちとともに“みらい”の法政大学、“みらい”の社会をつくりましょう。
　ＨＯＳＥＩみらい募金のお申し込みは、インターネットもしくは専用振込用紙で承ります。

お問い合わせ先

法政大学 卒業生・後援会連携室募金課 E-mail:bokin@hosei.ac.jp  TEL:03-3264-9807

法政大学募金ウェブサイト https://bokin.hosei.ac.jp/

HOSEIみらい募金へのご支援はこちらから

法政　寄付
募金ウェブサイトから募金パンフレットや

専用振込用紙を資料請求できます。

https://www.hosei.ac.jp/
hosei/disclosure/hokoku/

◆本学では予算・決算の内
容を大学ウェブサイトで公開し
ています。詳しい内容をお知
りになりたい場合は、下記
URLまでアクセスしてください。
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こ
れ
に
よ
り
、
基
本
金
組
入
前
当
年

度
収
支
差
額
は
12
億
円
の
収
入
超
過
と

な
り
、
こ
こ
か
ら
基
本
金
組
入
額
を
控

除
し
た
当
年
度
収
支
差
額
は
14
億
円
の

支
出
超
過
と
な
り
ま
し
た
。
翌
年
度
繰

越
収
支
差
額
は
4
7
1
億
円
の
支
出
超

過
と
な
る
見
込
み
で
す
。

　
事
業
活
動
収
入
を
構
成
比
率
で
み
る

と
、学
生
生
徒
等
納
付
金
が
最
も
多
く
、

79
％
を
占
め
て
い
ま
す
。
ま
た
、
国
や

地
方
公
共
団
体
か
ら
の
補
助
金
が

10
％
、
入
学
検
定
料
な
ど
の
手
数
料
が

7
％
、
寄
付
金
が
1
％
と
な
っ
て
い
ま

す
。事
業
活
動
支
出
の
構
成
比
率
で
は
、

人
件
費
が
最
も
多
く
56
％
で
、
教
育
研

究
経
費
が
37
％
、
管
理
経
費
が
5
％
と

な
っ
て
い
ま
す
。

図 2021年度事業活動収支予算の構成

収
支
予
算
に
お
け
る
事
業
活
動
収
入
、

事
業
活
動
支
出
、
基
本
金
組
入
額
の
構

成
は
図

の
と
お
り
で
す
。

　
事
業
活
動
収
入
と
は
、
学
生
生
徒
等

納
付
金
、
手
数
料
、
寄
付
金
、
補
助
金

な
ど
当
該
年
度
に
帰
属
す
る
収
入
の
こ

と
で
、
前
受
金
、
預
り
金
、
借
入
金
な

ど
負
債
と
な
る
収
入
は
含
み
ま
せ
ん
。

　
事
業
活
動
支
出
と
は
、
当
該
年
度
の

教
育
研
究
活
動
の
た
め
の
人
件
費
、
教

育
研
究
経
費
・
管
理
経
費
（
減
価
償
却

額
を
含
む
）
な
ど
の
支
出
の
こ
と
で
、

土
地
・
建
物
・
設
備
・
備
品
な
ど
資
産

と
し
て
計
上
す
る
支
出
は
含
み
ま
せ

ん
。

　
ま
た
、
基
本
金
組
入
額
と
は
、
主
に

当
該
年
度
の
土
地
・
建
物
・
設
備
・
備

品
な
ど
の
固
定
資
産
取
得
相
当
額
お
よ

び
奨
学
基
金
へ
の
組
入
相
当
額
で
す
。

　
学
校
法
人
は
、
事
業
活
動
収
入
か
ら

基
本
金
組
入
額
を
控
除
し
た
収
入
額
と

事
業
活
動
支
出
額
に
つ
い
て
、
中
長
期

的
に
均
衡
し
て
い
る
状
態
が
望
ま
し
い

と
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
2
0
2
1
年
度
予
算
の
事
業
活
動
収

入
は
、
4
9
0
億
円
と
な
り
ま
し
た
。

基
本
金
組
入
額
は
、（
市
ケ
谷
）
ボ
ア

ソ
ナ
ー
ド
・
タ
ワ
ー
防
災
設
備
・
時
計

設
備
更
新
工
事
相
当
額
な
ど
の
組
み
入

れ
を
見
込
み
27
億
円
と
な
り
ま
し
た
。

　
事
業
活
動
支
出
は
4
7
8
億
円
と
な

り
ま
し
た
。
内
訳
と
し
て
は
、
人
件
費

は
2
7
0
億
円
、
経
費
関
係
は
、
教
育

研
究
経
費
1
7
8
億
円
、
管
理
経
費

22
億
円
と
な
り
ま
し
た
。

総
合
管
理
委
託
事
業
（
警
備
・
清

掃
）　な
ど

❹ 

奨
学
金
事
業

高
等
教
育
の
修
学
支
援
新
制
度
に

よ
る
授
業
料
等
減
免
事
業
、「
開

か
れ
た
法
政
21
」
奨
学
・
奨
励
金
、

新
・
法
政
大
学
1
0
0
周
年
記
念

奨
学
金
、
Ｓ
Ａ
等
奨
学
金
、
交
換

留
学
生
受
入
れ
プ
ロ
グ
ラ
ム
実
施

事
業
　
な
ど

❺ 

I
C
T
事
業

教
育
学
術
情
報
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

（
ｎ
ｅ
ｔ
2
0
1
7
）
の
運
用
、
情

報
基
盤
シ
ス
テ
ム
の
運
用
、
市
ケ

谷
・
多
摩
・
小
金
井
情
報
教
育
シ

ス
テ
ム
（
ｅ
ｄ
ｕ
）の
運
用
　
な
ど

❻ 

広
報
事
業

学
生
募
集
に
係
る
入
試
広
報
事
業

な
ど

❼ 

後
援
会
事
業

後
援
会
か
ら
の
寄
付
金
収
入
を
伴

う
事
業

❽ 

そ
の
他

上
記
以
外
の
年
次
計
画
に
基
づ
く

各
種
事
業

（
単
年
度
で
取
り
組
む
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
応
、
経
常
費

補
助
金（
特
別
補
助
）に
よ
る
大
型

設
備
等
運
営
支
援
事
業　
な
ど
）

　
オ
ン
ラ
イ
ン
化
シ
ス
テ
ム
構
築

事
業
、Ｈ
Ｏ
Ｓ
Ｅ
Ｉ
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム

の
設
置
・
運
営
事
業
、Ｈ
Ｏ
Ｓ
Ｅ
Ｉ

2
0
3
0
タ
ス
ク
フ
ォ
ー
ス
関
連

（
多
摩
キ
ャ
ン
パ
ス
環
境
リ
・
デ

ザ
イ
ン
、
地
域
社
会
再
生
教
育
プ

ロ
グ
ラ
ム
開
発
、
男
女
共
同
参
画

ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
）　な
ど

❶
ス
ー
パ
ー
グ
ロ
ー
バ
ル
大
学
創

成
支
援
事
業

（
文
部
科
学
省
）ス
ー
パ
ー
グ
ロ
ー

バ
ル
大
学
（
S
G
U
）
創
成
支
援

事
業

❷
建
設
・
修
繕
事
業

（
市
ケ
谷
）ボ
ア
ソ
ナ
ー
ド
・
タ
ワ
ー

空
調
設
備
更
新
工
事
、（
多
摩
）

中
央
監
視
装
置
更
新
工
事
、（
小

金
井
）
西
館
中
央
監
視
自
動
制
御

機
器
改
修
工
事
　
な
ど

❸ 

施
設
の
維
持
・
管
理
事
業

　
予
算
編
成
方
針
に
基
づ
き
、2
0
2
1

年
度
予
算
に
計
上
し
た
主
な
事
業
は
次

の
と
お
り
で
す
。

　
　
本
学
の
2
0
2
1
年
度
事
業
活
動

600

400

300

200

100

事業活動収入 490億円 事業活動支出＋基本金組入額505億円

事
業
活
動
収
入
4
9
0
億
円

手数料
33億円（7％）

（億円）
補助金
48億円（10％）

寄付金
4億円（1％）

その他
18億円（4％）

学生生徒等
納付金
388億円

（79％）
人件費
270億円

（56％）

教育研究経費
178億円

（37％）事
業
活
動
支
出
4
7
8
億
円

基本金
組入額
27億円

その他
8億円（2％）

（注）左の図の金額は億円未
満を四捨五入しているため、
合計など数値が計算上一致
しない場合があります。

管理経費
22億円

（5％）
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2021年度入試において、大学別志願者数ランキング全国第6位、実志願者数（※）では全国第2位となりました。
全学の状況と学部別のデータを示します。

　
本
学
の
2
0
2
1
年
度
一
般
選
抜
志

願
者
数
は
、前
年
度
か
ら
1
万
2
6
7
2

人
減
の
9
万
9
5
6
人
（
前
年
度
比

87.
8
％
）で
、
2
年
続
け
て
1
万
人
以

上
減
少
し
、
6
年
ぶ
り
に
10
万
人
を
下

回
り
ま
し
た
。
こ
れ
ま
で
ず
っ
と
5
位

以
内
を
キ
ー
プ
し
て
い
た
大
学
別
志
願

者
数
ラ
ン
キ
ン
グ
も
、
今
回
は
順
位
が

一
つ
下
が
っ
て
全
国
第
6
位
と
な
り
ま

し
た
（
実
志
願
者
数
は
4
万
5
4
9
0

人
で
全
国
第
2
位
）。
10
万
人
を
超
え

た
大
学
が
前
年
度
の
5
大
学
か
ら
2
大

学
に
減
る
な
ど
、
本
学
だ
け
で
な
く
全

体
的
に
志
願
者
が
減
っ
て
い
ま
す
。
こ

れ
に
関
し
て
は
、
18
歳
人
口
の
減
少
や

入
試
制
度
改
革
（
大
学
入
試
セ
ン
タ
ー

試
験
か
ら
大
学
入
学
共
通
テ
ス
ト
へ
の

移
行
）
の
影
響
も
あ
り
ま
す
が
、
そ
れ

以
上
に
や
は
り
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
（
以
下
、
コ
ロ
ナ
）
が
大
き
く

影
響
し
た
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
首
都
圏

の
感
染
者
数
の
多
さ
に
対
す
る
不
安
や

家
計
状
況
の
悪
化
な
ど
か
ら
、
地
方
の

受
験
生
が
首
都
圏
の
大
学
へ
の
進
学
を

取
り
や
め
て
地
元
大
学
に
絞
っ
た
り
、

首
都
圏
の
受
験
生
も
含
め
て
併
願
数
を

大
幅
に
減
ら
し
た
り
、
さ
ら
に
は
緊
急

事
態
宣
言
に
よ
っ
て
受
験
勉
強
に
も
支

障
が
出
た
こ
と
で
、
一
般
選
抜
か
ら
総

合
型
選
抜
や
学
校
推
薦
型
選
抜
に
切
り

替
え
た
受
験
生
も
数
多
く
い
た
と
思
わ

れ
ま
す
。

　
入
試
方
式
別
で
見
る
と
、
法
学
部
政

治
学
科
と
キ
ャ
リ
ア
デ
ザ
イ
ン
学
部
が

新
た
に
加
わ
っ
た
英
語
外
部
試
験
利
用

入
試
が
、
前
年
度
か
ら
9
2
2
人
増
加

（
前
年
度
比
1
3
2
･
2
％
）
し
て
3
年

連
続
の
増
加
と
な
り
ま
し
た
が
、
前
年

度
同
様
、
そ
れ
以
外
の
方
式
は
全
て
減

少
し
ま
し
た
。
特
に
大
学
入
学
共
通
テ

ス
ト
利
用
入
試
は
、
B
方
式
（
3
教
科

型
）
が
5
3
2
0
人
減
、
C
方
式
（
5
教

科
6
科
目
型
）
が
1
6
6
0
人
減
で
、

共
に
前
年
度
比
70
%
台
に
と
ど
ま
り
ま

し
た
。
そ
の
他
、
A
方
式
入
試
（
個
別

日
程
）
は
3
6
2
1
人
減
、
T
日
程
入

試
（
統
一
日
程
）
は
2
9
6
8
人
減
で

し
た
（
他
に
航
空
操
縦
学
専
修
一
般
入

試
が
25
人
減
）。

　
学
部
別
で
も
15
学
部
中
12
学
部
で
志

願
者
が
減
っ
て
お
り
、
そ
の
う
ち
3
学

部
で
前
年
度
比
80
％
を
下
回
り
ま
し

た
。志
願
者
が
増
え
た
3
学
部
の
う
ち
、

現
代
福
祉
学
部
と
キ
ャ
リ
ア
デ
ザ
イ
ン

学
部
は
前
年
度
の
減
り
幅
が
大
き
か
っ

た
こ
と
の
反
動
に
よ
る
も
の
と
考
え
ら

れ
ま
す
が
、情
報
科
学
部
に
関
し
て
は
、

A
方
式
入
試
の
日
程
を
変
更
し
て
学
部

内
併
願
が
可
能
に
な
っ
た
こ
と
が
大
き

な
要
因
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
そ
れ
に
加

え
て
、
コ
ロ
ナ
禍
に
お
い
て
社
会
の
デ

ジ
タ
ル
化
が
急
速
に
進
展
し
た
こ
と

が
、
志
願
者
増
に
つ
な
が
っ
た
と
も
考

え
ら
れ
ま
す
。

　
2
0
2
2
年
度
入
試
で
は
、
社
会
学

部
と
国
際
文
化
学
部
が
新
た
に
英
語
外

部
試
験
利
用
入
試
を
実
施
し
ま
す
。
ま

た
、G
I
S
（
グ
ロ
ー
バ
ル
教
養
学
部
）

は
実
施
す
る
全
て
の
方
式
で
英
語
外
部

試
験
の
ス
コ
ア
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

詳
細
に
つ
き
ま
し
て
は
、「
入
試
情
報

サ
イ
ト
」
で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。
さ
ら

に
2
0
2
2
年
度
入
試
か
ら
オ
ン
ラ
イ

ン
入
学
手
続
き
シ
ス
テ
ム
を
導
入
し

て
、入
学
手
続
き
を
ウ
ェ
ブ
化
し
ま
す
。

　
2
0
2
1
年
度
入
試
は
コ
ロ
ナ
禍
の

影
響
を
色
濃
く
受
け
て
の
実
施
と
な
り

ま
し
た
が
、総
合
型
選
抜
な
ど
も
含
め
、

全
て
の
入
試
を
無
事
に
実
施
す
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。
こ
れ
ら
の
経
験
を
基

に
、
2
0
2
2
年
度
入
試
も
さ
ま
ざ
ま

な
ケ
ー
ス
に
対
応
で
き
る
よ
う
準
備
を

進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

法政大学入試情報サイト https://nyushi.hosei.ac.jp

 第1位　近畿大学
 第2位　千葉工業大学
 第3位　明治大学
 第4位　日本大学
 第5位　早稲田大学

 第6位　法政大学
 第7位　東洋大学
 第8位　立命館大学
 第9位　関西大学
 第10位 中央大学

図 私大志願者数データ推移（過去5年間、上位10校）
志願者総数（人）
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※航空操縦学専修の志願者数は、理工学部のT日程・A方式・英語外部試験利用に含む。

※実志願者数とは、同じ志願者が複数併願しても1人として集計

図 2019～2021年度 学部別志願者数推移
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こ
の
よ
う
な
就
職
環
境
の
中
で
、
本

学
学
生
の
就
職
希
望
者
決
定
率
（
就
職

希
望
者
に
占
め
る
就
職
決
定
者
の
割
合
）

は
95.
7
%
と
な
り
、
学
生
た
ち
の
健
闘

が
う
か
が
え
ま
す
。

　
就
職
者
数
の
多
い
企
業
は
次
の
と
お

り
で
す
。
①
東
京
都
特
別
区
60
人
、
②

り
そ
な
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
ス
26
人
、
③

み
ず
ほ
フ
ィ
ナ
ン
シ
ャ
ル
グ
ル
ー
プ
22

人
、
④
山
崎
製
パ
ン
22
人
、
⑤
Ｎ
Ｅ
Ｃ

18
人
、
⑥
富
士
通
18
人
。

　
国
家
公
務
員
就
職
者
数
は
85
人
、
地

方
公
務
員
に
お
い
て
は
3
0
5
人
の
就

職
者
が
お
り
ま
し
た
。

　
本
学
で
は
2
0
1
1
年
度
に「
公
務
人

材
育
成
セ
ン
タ
ー
」を
立
ち
上
げ
、キ
ャ

ン
パ
ス
内
で
公
務
員
講
座
を
開
講
し
、受

講
す
る
学
生
の
試
験
合
格
に
向
け
て
、

き
め
細
か
い
指
導
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
キ
ャ
リ
ア
セ
ン
タ
ー
で
は
、
コ
ロ
ナ

禍
の
環
境
に
お
い
て
も
、
学
生
が
就
職

活
動
で
不
利
益
を
被
る
こ
と
が
な
い
よ

う
、
さ
ま
ざ
ま
な
支
援
を
進
め
て
い
ま

す
。
個
別
相
談
は
、
こ
れ
ま
で
対
面
の

み
で
し
た
が
、
ウ
ェ
ブ
に
よ
る
相
談
を

追
加
し
、
予
約
時
に
選
択
で
き
ま
す
。

　
ま
た
、
就
職
支
援
行
事
を
ラ
イ
ブ
配

信
し
、
企
業
セ
ミ
ナ
ー
な
ど
一
部
の
行

事
は
動
画
で
も
残
す
こ
と
に
よ
り
、
授

業
な
ど
で
参
加
で
き
な
か
っ
た
学
生
も

視
聴
で
き
る
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。

　
7
月
以
降
、
キ
ャ
リ
ア
セ
ン
タ
ー
で

は
全
て
の
学
生
に
進
路
状
況
調
査
を
実

施
し
、
活
動
を
継
続
し
て
い
る
学
生
に

は
個
別
に
行
事
を
案
内
す
る
な
ど
、
手

厚
い
支
援
を
行
い
ま
す
。
夏
季
休
業
期

間
中
に
は
、
本
学
学
生
限
定
の
ウ
ェ
ブ

合
同
企
業
説
明
会
の
実
施
や
、
採
用
意

欲
の
高
い
企
業
の
求
人
紹
介
な
ど
と
個

別
に
マ
ッ
チ
ン
グ
の
機
会
も
提
供
し
て

い
き
ま
す
。

　
提
供
可
能
な
サ
ー
ビ
ス
は
状
況
に

よ
っ
て
日
々
変
わ
り
ま
す
。
キ
ャ
リ
ア

セ
ン
タ
ー
か
ら
の
情
報
発
信
は
、
主
に

大
学
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
、
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
公
式

ア
カ
ウ
ン
ト
（
在
学
生
の
み
登
録
可
）

に
て
行
っ
て
い
ま
す
の
で
、
そ
ち
ら
を

ご
覧
く
だ
さ
い
。
今
後
も
学
生
に
寄
り

添
う
支
援
に
取
り
組
み
ま
す
。

2020年度の本学の就職希望者決定率は 95.7%と高い水準になりました。
進路状況と主要企業・団体への就職者推移のデータを示します。
また、2021年度はコロナ禍の状況においてもさまざまな対応を進め、

引き続き学生に寄り添う支援に取り組んでいきます。

　
2
0
2
0
年
度
（
2
0
2
1
年
3
月
）

卒
業
生
の
求
人
倍
率
は
1
･
53
倍
と
な
り

ま
し
た
。
前
年
比
で
は
0
･
3
ポ
イ
ン
ト

の
減
少
で
あ
り
、
主
な
要
因
は
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
で
、
従

業
員
規
模
3
0
0
人
未
満
の
中
小
企
業

の
求
人
数
が
大
幅
に
減
っ
た
こ
と
に
あ

り
ま
す
。
ま
た
、
航
空
業
界
・
旅
行
業

界
の
一
部
で
は
採
用
を
中
止
し
た
企
業

も
あ
り
、
特
定
の
業
界
・
企
業
を
志
望

し
て
い
た
学
生
に
と
っ
て
厳
し
い
就
職

環
境
と
な
り
ま
し
た
。
た
だ
し
、
リ
ー

マ
ン
シ
ョ
ッ
ク
後
で
最
も
求
人
倍
率
が

低
か
っ
た
2
0
1
2
年
3
月
卒
の
1
･
23

倍
ほ
ど
に
は
落
ち
込
ん
で
お
ら
ず
、
こ

の
傾
向
は
2
0
2
1
年
度
も
継
続
さ
れ
る

も
の
と
予
想
さ
れ
て
い
ま
す
。

図 主要企業・団体への就職者推移（2018～2020年度）
企業名 2020 2019 2018

清水建設 11 12 8

大成建設 5 11 5

大林組 8 3 6

積水ハウス 3 12 11

大和ハウス工業 15 25 18

サッポロビール 2 3 3

サントリーグループ 0 3 1

山崎製パン 22 10 6

ロッテ 2 2 2

エーザイ 5 3 4

大正製薬 0 1 5

資生堂 0 2 4

NEC 18 28 11

パナソニック 4 12 8

富士通 18 18 19

三菱電機 7 15 9

日立製作所 3 6 7

トヨタ自動車 2 6 9

SUBARU 3 6 8

本田技研工業 15 13 7

キヤノン 9 11 5

大日本印刷 6 13 8

凸版印刷 7 19 6

バンダイ 2 3 4

住友商事 0 0 1

三井物産 0 1 2

丸紅 1 3 1

豊田通商 1 0 4

髙島屋 0 3 4

セブン‐イレブン・ジャパン 5 7 6

みずほフィナンシャルグループ 22 19 19

三井住友銀行 14 11 18

三菱UFJ銀行 7 5 21

りそなホールディングス 26 34 30

横浜銀行 16 15 14

千葉銀行 12 15 21

大和証券 9 11 13

野村證券 4 12 22

第一生命保険 12 19 14

日本生命保険 7 11 13

損害保険ジャパン 2 4 5

三井住友海上火災保険 7 13 14

JR東海 11 11 8

JR東日本 15 30 19

京浜急行電鉄 4 1 1

日本通運 7 10 9

全日本空輸（ANA） 2 23 18

日本航空（JAL） 5 25 9

NTT東日本 12 18 14

NTTデータ 12 9 8

KDDI 9 6 8

ソフトバンク 12 16 17

読売新聞社 2 3 2

NHK 9 13 14

TBS 2 1 1

集英社 2 0 1

ADKホールディングス 5 2 2

電通 2 2 1

博報堂 1 1 1

オリエンタルランド 4 7 3

JTBグループ 11 21 25

日本郵政グループ 13 34 27

国家公務員 85 90 67

地方公務員 305 326 296
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多摩キャンパスの将来について考える中で、スポーツ分野とメディア分野の教育・研究
が連携し、次世代の担い手の輩出を目指す研究プロジェクトが推進されています。
●「法政スポーツ」をキャンパス活性化の起爆剤に
●多方面から自らの研究を見ることで学際的な研究に
●法政スポーツを学生が発信し、地域や受験生にファンを増やす

vol.1 スポーツ・メディアのプラットフォーム研究プロジェクト
―「法政スポーツ」を学内外に発信し、「混ざり合う場」を創出―

スポーツ健康学部スポーツ健康学科

教授 泉 重樹
社会学部メディア社会学科

教授 諸上 茂光

食事や排せつなどは、「生きる」ための大切な活動。日常の中に当たり前のようにあって、
見過ごしてしまいやすい領域に踏み込みながら探究しています。
●食という体験を通すと見えなかった部分に踏み込むことができる
●食べ物の向こう側にある世界観までたどり着くために
●学問と学問を組み合わせて21世紀型の知の在り方を実践

vol.5 「食べること」を通して、
世界との向き合い方を考える

人間環境学部人間環境学科

教授 湯澤 規子

変化し続ける多種多様な社会的課題を「自分ごと」として捉え、向き合っていくには―。
ソーシャルマインドとビジネスマインドを融合した新たなスキーム構築に取り組んでいます。
●世界に広がる“ソーシャル”な潮流
●ソーシャル・イノベーションをマネジメントする時代へ
●大学でソーシャル・マインドを育むキーワードは「社会実験の場」と「カタリスト」

vol.2 「イノベーション」から「ソーシャル・イノベーション」へ
―ベネフィットを生み出し、社会的責任を果たせる企業を目指して―

現代福祉学部
福祉コミュニティ学科

教授 土肥 将敦

日本最古の歌舞劇である能は、600年の歴史の中で、作品が自由に解釈され演出が変
化し続けています。その変遷を追いながら、能楽の研究にまい進しています。
●能へのアプローチは誰でもいつでもどこからでも可能
●演出の研究　実演者との協力
●英語版能楽全書のプロジェクト・文理融合研究など

vol.7 能のヒミツに分け入ることが新しい繋がり・
可能性を生む

能楽研究所
教授 山中 玲子

祭りという地域の伝統に根ざした文化を通して、地方都市の社会構造とその変化を考察。
住民との触れ合いを重ねたフィールドワークによって、地域社会への理解を深めています。
●都市祭礼を新たな視点で捉えてみる
●参与観察を行うことで浮かび上がった地方都市の構造
●フィールドワークを通して多様な「生の在り方」に気付く

vol.3 伝統ある祭りはいかに今日まで継承されてきたのか
―８年間のフィールドワーク・参与観察が明らかにしたこと―

社会学部社会学科

教授 武田 俊輔

建築計画学の研究者として、仮設住宅でも前向きに住みこなそうとする、東日本大震災
の被災者の方の暮らしを調査。より良い暮らしのためにできることを考察しています。
●理論を追究するだけではなく広く社会に関わりたい
●３年間にわたって仮設住宅で暮らす人の「住みこなし」を調査
●社会の中で自分が行っていることを意識することが重要

vol.8 建築を通して社会の課題とその解決を考える

デザイン工学部建築学科

教授 岩佐 明彦

これからのグローバル市場では、どのようなビジネス・コミュニケーションが必要になる
のか。ケーススタディにより、ビジネスの課題解決能力を磨く後押しをしています。
●ビジネスにおけるコミュニケーション戦略にはセオリーがある
●グローバルに市場を拡大する日本企業で求められる人材
●アカデミック・ライティングの手法はビジネスの現場で武器となる

vol.4 グローバル・ビジネスにおけるコミュニケーション戦略で
大切なプレゼンテーション力とアカデミック・ライティングとは

経済学部経済学科
教授 中谷 安男

学びとは、広い意味で人間として良くなっていく行為の総称。目指すべき方向を見定め、
主体的に変わり続けていくために、自身を見つめ直す「学び」を探究しています。
●学習は手段ではない
●敢えて不安定な状態で自分自身を揺さぶる
●焦らない、短期的な効果を期待しない

vol.10“越境”から“アンラーニング”へ続く学びから
新たな視野を手に入れよう

経営学部経営学科
教授 長岡 健

記事による研究ストーリー

11｜HOSEI 2021.8·9

本学では、これからの社会・世界のフロントランナーたる、魅力的で刺激的な研究が日々生み出されています。
そんな法政ブランドの研究ストーリーを多くの方にお伝えしようと、「法政の研究ブランド」シリーズとして、大学ウェブサイトで紹介しています。
2020年から始動した本シリーズは、これまでにvol.1～11を公開（動画 3本、記事 8本）。ここでは、その一部をご紹介いたします。
今後も続 と々新たな研究ストーリーを公開していく予定です。QRコードより詳細をご覧いただけます。

社会をリードする「法政の研究ブランド」

　我々の住む地球、そして宇宙は、いつど
のようにして誕生したのでしょう。未だ謎
に満ちています。重力波天文学を専門とす
る佐藤修一教授は、日 こ々の大きな謎に挑
んでいます。
　謎を解く鍵の一つが、理論物理学者で
あるアルベルト・アインシュタインが「一般
相対性理論」の中で予言した「重力波」
という物理の存在です。重力波の観測を通
じて、宇宙誕生の瞬間を知ることができる
のではないかと期待されています。

宇宙の起源に迫る 重力波天文学
理工学部創生科学科 教授 佐藤 修一

vol.6

　科学技術の進んだ未来都市の構想で
は、私たちの身の回りには数億個規模のカ
メラが存在するようになるといわれていま
す。一方、高画質で大量の映像情報を処
理するには、膨大な電力消費が必要になる
ため、環境への負荷が増すことになります。
　大量の情報処理と消費電力の削減を両
立させるため、周金佳准教授はバッテリー
レス・ワイヤレスでカメラを作動できる技術、
そして超解像度の画質を保つ研究に取り
組んでいます。

膨大な動画像データを処理する次世代の技術
理工学部応用情報工学科 准教授 周 金佳

vol.9

　植物の病気は非常に多くの種類がある
ため、識別するのが困難でした。鍵和田聡
専任講師はIT（情報技術）を使い、写真の
映像から病気の種類を判別するという、新
しい診断技術の開発に取り組んでいます。
　専門機関に持ち込まなくても、スマート
フォンなどで写真を撮るだけで、病気の種
類を特定して的確な対処ができるようにな
るため、世界の農業生産や地球環境の維
持に大きく貢献する技術になると期待され
ています。

持続可能な未来のためにIT技術を活用して健康な植物を育てる
生命科学部応用植物科学科 専任講師 鍵和田 聡

vol.11

動画による研究ストーリー 「法政の研究ブランド」一覧
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「
医
師
団
」
と
い
う
名
称
か
ら
、
医
師
や
看

護
師
の
活
動
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
が
強
い
と
思

い
ま
す
が
、
医
療
活
動
を
展
開
す
る
に
は
、

水
や
電
気
、
通
信
網
の
確
保
、
病
院
の
建
設
、

ド
ラ
イ
バ
ー
や
清
掃
員
の
採
用
、
物
資
の
調

達
な
ど
多
く
の
作
業
が
不
可
欠
で
、
約
半
数

が
非
医
療
従
事
者
で
構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
・
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
は

活
動
地
に
お
け
る
責
任
者
で
、
現
地
の
役
所

や
軍
、
警
察
と
の
連
携
や
交
渉
、
治
安
や
情

勢
、
医
療
の
ニ
ー
ズ
の
変
化
の
把
握
な
ど
必

要
な
調
整
を
担
当
し
ま
す
。
Ｍ
Ｓ
Ｆ
で
は
、

セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
ー
確
保
の
面
か
ら
も
、
現
地

の
人
に
受
け
入
れ
て
も
ら
い
、
距
離
感
を
縮

め
る
こ
と
を
重
要
視
し
て
い
て
、
私
た
ち
も

積
極
的
に
街
へ
出
か
け
、
市
民
と
対
話
を
し

て
い
ま
す
。
や
は
り
最
終
的
に
は
人
と
人
と

の
関
係
、
一
緒
に
築
き
上
げ
よ
う
と
い
う
姿

勢
が
大
切
だ
と
思
い
ま
す
。

海
外
の
学
生
か
ら
受
け
た
刺
激
が	
	

意
識
向
上
と
行
動
の
原
動
力
に

　
高
校
３
年
の
夏
休
み
に
英
国
の
サ
マ
ー
ス

ク
ー
ル
に
参
加
し
、
大
学
生
か
ら
「
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
に
参
加
し
て
、
マ
ラ
リ
ア
の
治
療
薬

が
入
手
で
き
ず
、
命
を
落
と
す
人
が
今
も
絶

え
な
い
と
い
う
状
況
を
変
え
る
た
め
に
、
伝

染
病
に
つ
い
て
学
ん
で
い
る
」
と
聞
き
、
自

分
も
問
題
意
識
を
持
っ
て
何
か
を
学
び
た
い

と
思
い
ま
し
た
。
海
外
の
大
学
に
も
興
味
が

あ
っ
た
の
で
、
派
遣
留
学
制
度
が
充
実
し
て

い
る
法
政
大
学
に
進
学
し
ま
し
た
。

　
大
学
１
年
次
の
サ
マ
ー
ス
ク
ー
ル
、
３
〜

４
年
次
の
派
遣
留
学
の
際
に
、
現
地
で
出

会
っ
た
学
生
が
朝
か
ら
晩
ま
で
勉
学
に
励
み
、

目
標
を
叶
え
る
た
め
に
本
気
で
挑
む
姿
を
目

に
し
、
世
界
の
本
気
を
肌
で
感
じ
ま
し
た
。

　
長
谷
川
祐
弘
先
生
の
ゼ
ミ
で
は
、
国
際
協

力
分
野
で
活
躍
さ
れ
て
い
る
方
か
ら
貴
重
な

話
を
聞
け
た
ほ
か
、
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
計

画
・
運
営
や
議
事
録
作
成
な
ど
実
務
に
近
い

作
業
を
経
験
す
る
こ
と
も
で
き
ま
し
た
。
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
き
っ
か
け
に
受
け
入
れ

て
い
た
だ
い
た
国
連
難
民
高
等
弁
務
官
事
務

所
（
Ｕ
Ｎ
Ｈ
Ｃ
Ｒ
）
で
の
イ
ン
タ
ー
ン
で
は
、

問
題
意
識
を
学
び
だ
け
で
終
わ
ら
せ
ず
、
行

動
に
つ
な
げ
た
い
と
い
う
思
い
が
強
く
な
り

ま
し
た
。
経
験
者
の
中
途
採
用
が
多
い
Ｎ
Ｇ

Ｏ
に
新
卒
で
就
職
で
き
た
の
は
、
学
生
時
代

に
「
で
き
な
い
」
と
は
言
わ
ず
に
何
で
も
や
っ

て
み
た
こ
と
が
大
き
か
っ
た
と
思
い
ま
す
。

社
会
人
１
カ
月
目
で
実
感	

	

「
世
界
は
つ
な
が
っ
て
い
る
」

　
大
学
卒
業
直
前
の
２
０
１
１
年
２
月
に
マ

ケ
ド
ニ
ア
に
赴
任
し
た
直
後
に
、
母
国
が
東

日
本
大
震
災
で
大
変
な
状
況
に
な
っ
て
い
る

の
を
目
に
し
て
、「
私
は
こ
こ
で
何
を
し
て

い
る
ん
だ
ろ
う
」
と
も
ど
か
し
さ
を
感
じ
、

落
ち
込
ん
だ
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
そ
ん
な
と

き
、
日
本
の
状
況
を
心
配
し
た
現
地
の
人
々

が
声
を
か
け
て
く
れ
て
、「
世
界
は
つ
な

が
っ
て
い
る
」
と
実
感
し
ま
し
た
。
外
見
や

言
語
、
信
仰
は
異
な
っ
て
い
て
も
、
安
全
に

安
心
し
て
生
活
を
送
り
た
い
、
よ
り
良
い
世

界
を
次
の
世
代
に
残
し
た
い
と
い
う
望
み
は

皆
、
同
じ
な
の
で
す
。

　
シ
リ
ア
や
イ
ラ
ク
に
は
、
新
聞
で
報
道
さ

れ
る
よ
う
な
一
面
も
あ
る
一
方
で
、
平
和
を

願
い
、
ご
く
普
通
の
生
活
を
送
っ
て
い
る
人

が
大
多
数
で
す
。
日
本
に
い
る
と
、
紛
争
や

飢
餓
、
医
療
崩
壊
は
ど
こ
か
遠
く
で
起
き
て

い
る
こ
と
と
思
い
が
ち
で
す
。
そ
う
し
た
事

象
に
外
と
中
と
い
う
線
引
き
は
な
く
、
今
回

の
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
で
は
、
日
本
で
も
移
動
や

行
動
が
制
限
さ
れ
、
医
療
崩
壊
に
直
面
し
て

い
ま
す
。
こ
れ
を
き
っ
か
け
に
、
世
界
の
相

違
点
よ
り
も
共
通
点
に
目
を
向
け
、
今
の
自

分
に
何
が
で
き
る
か
を
考
え
て
も
ら
え
た
ら

と
思
い
ま
す
。

接
点
を
見
い
だ
せ
れ
ば	

	
	

世
界
は
広
が
り
、
考
え
は
深
ま
っ
て
い
く

　
私
が
常
に
意
識
し
て
い
る
の
は
、
よ
り
広

い
世
界
に
目
を
向
け
る
こ
と
で
す
。
ま
ず
は
、

自
分
の
周
囲
の
空
間
か
ら
一
歩
外
の
世
界
に

踏
み
出
し
て
み
る
、
目
を
向
け
て
み
る
。
そ

こ
で
、
そ
れ
ま
で
の
空
間
、
社
会
と
の
接
点

を
見
い
だ
せ
れ
ば
、
世
界
は
広
が
り
、
考
え

が
深
ま
っ
て
い
く
は
ず
で
す
。

　
学
び
も
同
じ
で
、
行
動
を
起
こ
し
、
世
界

を
少
し
ず
つ
広
げ
な
が
ら
、
自
ら
の
課
題
を

見
つ
け
、
徹
底
的
に
追
究
し
続
け
る
こ
と
が

大
切
。
自
由
な
社
会
に
生
か
さ
れ
る
一
人
と

し
て
、
そ
の
特
権
を
自
分
な
り
の
形
で
生
か

し
、
い
か
に
社
会
に
還
元
で
き
る
か
を
考
え

る
。
そ
れ
が
私
の
責
務
で
あ
り
、
実
践
知
だ

と
考
え
て
い
ま
す
。

　
自
分
が
本
当
に
や
り
た
い
こ
と
に
携
わ
れ

て
い
る
の
で
、
今
の
仕
事
を
大
変
だ
と
思
っ

た
こ
と
は
一
度
も
あ
り
ま
せ
ん
。
一
人
で
も

多
く
の
人
に
世
界
の
つ
な
が
り
を
感
じ
て
も

ら
い
、
よ
り
よ
い
社
会
づ
く
り
に
貢
献
で
き

る
よ
う
、
こ
れ
か
ら
も
活
動
を
通
じ
て
知
っ

た
共
通
点
を
発
信
し
て
い
き
ま
す
。

G
rad

uate Interview

派遣留学先の米国カリフォルニア
大学デイヴィス校にて（前列左端
が末藤さん）。

Suefuji Chika

1988年東京都生まれ。法政
大学女子高等学校（当時）
から法学部国際政治学科に
進学。2011年3月に卒業後、
日本の国際協力NGOに就職。
国連難民高等弁務官事務所
（UNHCR）、パリ政治学院
修士課程を経て、2018年、
国境なき医師団に参加。こ
れまでバングラデシュ、シリア、
フィリピン、イラクで活動。

HOSEI725_12-13_卒業生_sai.indd   13 2021/07/13   14:28

フィリピンのミンダナオ島マラウィ
では、街宣車で感染症に関する啓蒙
活動を行った（右端が末藤さん）。
© Gilbert G. Berdon/MSF
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イ
ラ
ク
で
展
開
中
の	

	
	

緊
急
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
従
事

民
間
の
非
営
利
団
体
「
国
境
な
き
医
師
団

（
M
S
F
）」
に
参
加
し
て
4
年
目
を
迎
え
、

今
年
の
5
月
中
旬
か
ら
イ
ラ
ク
の
バ
グ
ダ
ッ

ド
で
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
・
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー

と
し
て
緊
急
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
携
わ
っ
て
い

ま
す
。

　
一
時
、
中
東
で
最
高
の
医
療
水
準
を
誇
っ

て
い
た
イ
ラ
ク
は
、
紛
争
で
医
療
施
設
・
体

制
が
破
壊
さ
れ
た
と
こ
ろ
へ
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
症
の
蔓
延
が
重
な
り
、
医
療
シ

ス
テ
ム
が
ひ
っ
迫
。
M
S
F
は
現
地
の
医
療

体
制
で
は
治
療
の
難
し
い
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
症
の
重
症
患
者
を
受
け
入
れ
て

い
ま
す
。
現
在
、
55
床
の
専
用
病
棟
が
24
時

間
稼
働
し
て
お
り
、
当
初
の
死
亡
率
90
％
以

上
か
ら
、
約
60
％
が
呼
吸
リ
ハ
ビ
リ
そ
し
て

退
院
で
き
る
ま
で
に
状
況
が
改
善
し
ま
し
た
。

ま
た
、
今
回
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
は
、
患
者

さ
ん
や
家
族
の
精
神
面
で
の
サ
ポ
ー
ト
、
退

院
後
の
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
な
ど
に
も
力
を
入

れ
て
い
ま
す
。

© Larry Gumahad/MSF

世界はつながっている。それを感じてもらうため、
活動で知った共通点を発信していきたい
国境なき医師団　プロジェクト・コーディネーター

末藤 千翔さん

緊急性の高い医療ニーズに応えるため、独立・中立・公平な立場で医療・人道援助活動を行っ
ている国際NGO「国境なき医師団」。その一員として、世界各地で活動している末藤千翔さんは、
どの地域にもメディアでは報道されない「普通の暮らし」があり、世界はつながっていると言います。

このページでは、法政大学憲章の 
「自由を生き抜く実践知」を体現してい
る本学の卒業生を紹介していきます。

HOSEI725_12-13_卒業生_sai.indd   12 2021/07/13   14:28
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よ
っ
て
納
税
額
を
減
ら
す
の
が
目
的
で
は
な
い

か
と
勘
繰
っ
て
し
ま
う
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
し

か
し
、
そ
の
大
富
豪
が
自
分
と
違
っ
て
「
良
い

ヤ
ツ
」
に
す
ぎ
な
い
可
能
性
も
完
全
に
は
否
定

で
き
ま
せ
ん
。
当
然
な
が
ら
，
経
済
学
で
は
説

明
の
難
し
い
行
動
を
取
る
人
々
も
世
の
中
に
は

た
く
さ
ん
い
ま
す
か
ら
、
虚
心
坦た

ん
か
い懐

に
物
事
に

向
き
合
う
こ
と
も
重
要
だ
と
感
じ
て
い
ま
す
。

経
済
学
と
の
出
合
い

　
私
が
経
済
に
興
味
を
持
ち
始
め
た
の
は
、
小

学
校
高
学
年
か
ら
中
学
生
に
か
け
て
だ
っ
た
と

記
憶
し
て
い
ま
す
。
き
っ
か
け
は
1
9
8
0
年

代
か
ら
90
年
代
初
頭
に
か
け
て
日
本
が
経
験
し

た
「
バ
ブ
ル
経
済
」
の
生
成
と
崩
壊
で
し
た
。

バ
ブ
ル
崩
壊
ま
で
は
、
テ
レ
ビ
の
ニ
ュ
ー
ス
で

耳
に
す
る
百
貨
店
の
売
上
、
初
詣
の
人
出
、
株

価
な
ど
は
い
つ
も
「
過
去
最
高
」
と
い
う
枕
詞

と
共
に
紹
介
さ
れ
る
印
象
が
あ
り
ま
し
た
。
と

こ
ろ
が
、
90
年
代
に
入
る
と
急
に
経
済
に
元
気

が
な
く
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
当
時
の
私
に

は
、
何
が
起
こ
っ
た
の
か
が
は
っ
き
り
と
は
認

識
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
ニ
ュ
ー
ス
で
「
バ

ブ
ル
崩
壊
」
と
い
う
言
葉
が
よ
く
使
わ
れ
る
よ

う
に
な
り
、
何
か
と
ん
で
も
な
い
こ
と
が
起
き

た
こ
と
は
分
か
り
ま
し
た
。

　
私
の
祖
父
は
当
時
経
済
雑
誌
を
定
期
購
読
し

て
い
た
た
め
、
経
済
に
詳
し
い
に
違
い
な
い
と

思
い
、「
バ
ブ
ル
」
の
意
味
を
尋
ね
て
み
ま
し

た
。
２
回
尋
ね
て
み
た
の
で
す
が
、
祖
父
の
返

事
は
ど
ち
ら
も
「
泡
の
こ
と
」
で
し
た
。
今
で

も
こ
の
回
答
に
つ
い
て
の
祖
父
の
真
意
は
不
明

で
す
が
、
子
ど
も
に
難
し
い
説
明
を
し
て
も
理

解
で
き
な
い
だ
ろ
う
と
い
う
祖
父
な
り
の
配
慮

だ
っ
た
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　
ニ
ュ
ー
ス
で
聞
く
「
バ
ブ
ル
」
が
単
な
る
泡

の
話
だ
と
思
え
な
か
っ
た
私
は
、
自
分
で
調
べ

て
み
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。
当
時
は
ま
だ
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
な
ど
な
い
時
代
だ
っ
た
の
で
、
調

べ
る
に
は
新
聞
や
本
を
読
む
し
か
あ
り
ま
せ
ん
。

そ
こ
で
最
初
に
読
ん
だ
の
が
、
ち
く
ま
新
書
の

『
経
済
学
を
学
ぶ
』（
岩
田
規
久
男
著
）
と
い
う

本
で
す
。
中
学
生
の
私
に
と
っ
て
は
難
し
い
本

で
し
た
が
、
価
格
の
変
化
を
通
じ
て
に
ん
じ
ん

の
需
要
と
供
給
の
一
致
が
達
成
さ
れ
る
と
い
う

説
明
を
読
み
、
に
ん
じ
ん
の
価
格
と
取
引
量
の

決
定
を
そ
の
よ
う
に
理
解
で
き
る
こ
と
に
衝
撃

を
受
け
ま
し
た
。
他
に
も
入
門
者
向
け
の
経
済

書
を
何
冊
か
読
ん
で
み
た
と
こ
ろ
、
ど
う
や
ら

マ
ネ
ー
サ
プ
ラ
イ
（
現
在
の
マ
ネ
ー
ス
ト
ッ

ク
）
と
い
う
も
の
が
バ
ブ
ル
経
済
に
関
係
あ
る

ら
し
い
こ
と
は
何
と
な
く
分
か
り
ま
し
た
が
、

多
く
の
専
門
用
語
が
理
解
で
き
ず
、
悔
し
い
気

持
ち
を
味
わ
い
ま
し
た
。
こ
の
経
験
か
ら
、
大

学
に
入
っ
て
経
済
学
を
本
格
的
に
学
び
た
い
と

思
う
気
持
ち
が
徐
々
に
芽
生
え
ま
し
た
。

　
も
し
祖
父
が
「
バ
ブ
ル
」
の
意
味
を
丁
寧
に

説
明
し
て
く
れ
て
い
た
ら
、
私
は
そ
れ
を
自
分

で
調
べ
よ
う
と
は
思
わ
ず
、
今
頃
は
別
の
道
に

進
ん
で
い
た
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
調
べ
る
き
っ

か
け
を
く
れ
た
祖
父
に
は
感
謝
し
て
い
ま
す
。

世
代
間
資
産
移
転
か
ら
見
る
家
族

　
私
は
10
年
ほ
ど
前
か
ら
、
生
前
贈
与
や
遺
産

相
続
（
世
代
間
資
産
移
転
）
に
つ
い
て
研
究
し

て
い
ま
す
。
親
子
で
あ
っ
て
も
、
親
が
自
分
の

こ
と
を
ど
う
思
っ
て
い
る
の
か
本
当
の
と
こ
ろ

は
よ
く
分
か
ら
な
い
も
の
で
す
。
し
か
し
、
世

代
間
資
産
移
転
の
デ
ー
タ
分
析
か
ら
明
ら
か
に

で
き
る
こ
と
は
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。
例
え
ば

日
本
で
は
、
自
分
の
老
後
の
面
倒
を
見
て
く
れ

た
子
に
財
産
を
残
す
傾
向
が
強
い
一
方
、
必
ず

し
も
経
済
的
に
不
利
な
子
に
財
産
を
多
く
残
そ

う
と
は
し
な
い
よ
う
で
す
。
ま
た
、
子
の
世
代

が
自
分
た
ち
ほ
ど
豊
か
な
生
活
を
送
れ
な
い
と

予
想
す
る
親
ほ
ど
、
財
産
を
残
す
た
め
に
多
く

貯
蓄
す
る
こ
と
も
分
か
り
ま
し
た
。
こ
の
よ
う

に
世
代
間
資
産
移
転
を
通
じ
た
親
子
間
の
つ
な

が
り
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
は
、
政
府
の
経
済

政
策
の
影
響
を
検
討
す
る
上
で
も
重
要
な
情
報

と
な
り
ま
す
。

　
こ
の
他
、
相
続
税
の
租
税
回
避
に
つ
い
て
も

研
究
を
進
め
て
い
ま
す
。
冒
頭
で
紹
介
し
た
よ

う
に
、
課
税
は
人
々
の
行
動
に
影
響
を
与
え
ま

す
。
特
に
、
租
税
回
避
策
に
お
金
を
か
け
ら
れ

る
富
裕
層
に
こ
の
傾
向
が
強
い
と
考
え
ら
れ
ま

す
。
莫
大
な
資
産
を
持
つ
彼
ら
は
、
海
外
へ
の

（
一
定
期
間
の
）
移
住
や
子
の
国
籍
変
更
な
ど
、

あ
ら
ゆ
る
手
段
で
相
続
税
を
回
避
し
よ
う
と
し

ま
す
。
デ
ー
タ
で
こ
の
実
態
を
明
ら
か
に
で
き

れ
ば
、
相
続
税
が
格
差
是
正
や
税
収
確
保
に
ど

れ
く
ら
い
有
効
な
の
か
が
分
か
る
は
ず
で
す
。

　
経
済
学
と
デ
ー
タ
分
析
で
世
代
間
資
産
移
転

を
ど
こ
ま
で
理
解
で
き
る
の
か
、
今
後
も
探
求

し
続
け
た
い
で
す
。
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経
済
学
の
魅
力

　
人
々
は
自
分
の
行
動
を
ど
の
程
度
「
損
得
」

で
決
め
て
い
る
の
で
し
ょ
う
か
。
全
て
の
行
動

を
「
損
得
」
だ
け
で
決
め
て
い
る
人
も
い
る
か

も
し
れ
ま
せ
ん
し
、
他
人
に
嫌
わ
れ
た
り
ケ
チ

だ
と
思
わ
れ
た
り
す
る
の
を
避
け
る
た
め
に
、

ほ
ど
ほ
ど
に
し
て
い
る
人
も
い
る
で
し
ょ
う
。

経
済
学
は
、
大
ざ
っ
ぱ
に
言
え
ば
「
損
得
」
で

人
々
の
行
動
を
ど
れ
だ
け
説
明
で
き
る
か
を
追

求
し
て
い
ま
す
。
経
済
学
は
、
複
雑
な
現
実
経

済
を
な
る
べ
く
単
純
化
す
る
た
め
に
、
多
く
の

仮
定
を
置
い
て
人
々
の
行
動
原
理
を
抽
出
し
よ

う
と
し
ま
す
。
単
純
化
を
行
っ
て
も
、
人
々
の

行
動
を
「
損
得
」
で
う
ま
く
説
明
で
き
る
こ
と

が
多
い
の
が
経
済
学
の
魅
力
の
一
つ
で
す
。

　
中
に
は
、
そ
ん
な
こ
と
ま
で
「
損
得
」
で
決

め
ら
れ
て
い
る
の
?!
と
驚
く
よ
う
な
結
果
が
示

さ
れ
て
い
る
研
究
も
あ
り
ま
す
。
私
が
専
門
と

す
る
公
共
経
済
学
の
分
野
で
は
、
課
税
が
人
々

の
行
動
に
及
ぼ
す
影
響
に
つ
い
て
多
く
の
デ
ー

タ
分
析
が
行
わ
れ
て
き
ま
し
た
。
例
え
ば
、

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
活
躍
す
る
サ
ッ
カ
ー
選
手
の
移

籍
先
の
選
択
に
そ
の
国
の
所
得
税
（
の
最
高
税

率
）
が
影
響
を
及
ぼ
し
て
い
る
こ
と
や
、
遺
産

相
続
に
対
す
る
課
税
は
人
々
の
死
亡
の
タ
イ
ミ

ン
グ
ま
で
変
え
る
こ
と
な
ど
が
明
ら
か
に
さ
れ

て
い
ま
す
。
ど
ち
ら
も
緻
密
な
デ
ー
タ
分
析
に

基
づ
い
て
得
ら
れ
た
結
果
で
、
世
界
的
に
権
威

の
あ
る
雑
誌
に
論
文
と
し
て
掲
載
さ
れ
ま
し
た
。

　
ま
た
、
経
済
学
に
は
「
顕
示
選
好
」
と
い
う

概
念
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
は
、
人
々
の
行
動
の

結
果
に
は
各
人
の
「
好
み
」
が
反
映
さ
れ
る
と

い
う
考
え
方
で
す
。
こ
れ
に
基
づ
い
て
人
々
の

行
動
の
結
果
を
分
析
す
れ
ば
、
そ
の
行
動
の
背

後
に
あ
る
好
み
を
明
ら
か
に
で
き
る
こ
と
に
な

り
ま
す
。
先
に
紹
介
し
た
サ
ッ
カ
ー
選
手
の
移

籍
先
の
選
択
や
遺
産
相
続
に
対
す
る
課
税
の
研

究
結
果
か
ら
は
、
人
々
（
特
に
富
裕
層
）
が
い

か
に
強
く
課
税
か
ら
逃
れ
た
い
と
思
っ
て
い
る

か
が
読
み
取
れ
ま
す
。
人
に
は
多
少
な
り
と
も

他
人
か
ら
よ
く
思
わ
れ
た
い
と
い
う
気
持
ち
が

あ
り
ま
す
か
ら
、
大
っ
ぴ
ら
に
「
自
分
は
課
税

か
ら
逃
れ
た
い
」
な
ど
と
は
言
い
ま
せ
ん
。
む

し
ろ
、
模
範
的
な
納
税
者
で
あ
る
こ
と
を
ア

ピ
ー
ル
し
た
い
と
思
う
の
が
人
情
で
し
ょ
う
。

し
か
し
、
経
済
学
に
基
づ
い
て
デ
ー
タ
分
析
を

行
う
と
、
人
々
の
「
本
当
の
」
気
持
ち
や
考
え

が
あ
ぶ
り
出
さ
れ
る
こ
と
が
多
々
あ
り
ま
す
。

こ
の
よ
う
に
真
実
に
冷
徹
に
近
付
け
る
こ
と
も
、

私
に
と
っ
て
の
経
済
学
の
魅
力
で
す
。

　
た
だ
し
、
経
済
学
の
魅
力
に
と
り
つ
か
れ
過

ぎ
る
と
、
日
常
生
活
で
は
「
嫌
な
ヤ
ツ
」
に

な
っ
て
し
ま
う
恐
れ
が
あ
る
の
で
注
意
が
必
要

で
す
。
例
え
ば
、
慈
善
団
体
へ
の
寄
付
な
ど
を

通
じ
た
社
会
貢
献
に
積
極
的
な
米
国
の
大
富
豪

を
見
て
、
本
当
は
寄
付
に
対
す
る
優
遇
税
制
に

経
済
学
と
デ
ー
タ
分
析
で
真
実
に
迫
る

経
済
学
部
経
済
学
科

　准
教
授

　濱
秋 

純
哉
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研
究
開
発
成
果
を
世
に
送
り
出
す	

「
社
会
実
装
」
を
実
践

　
今
後
の
大
学
研
究
・
教
育
に
は
、
研
究
成

果
を
実
際
に
社
会
で
使
わ
れ
る
も
の
に
す
る
、

い
わ
ゆ
る
「
社
会
実
装
」
を
か
な
え
る
こ
と
、

お
よ
び
そ
れ
が
で
き
る
人
材
を
教
育
す
る
こ

と
も
必
要
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
そ
れ
を
痛
感
し
た
の
は
「
Ｙ
ａ
Ｃ
Ｈ
Ａ
Ｉ

Ｋ
Ａ
」
と
い
う
ハ
イ
ヒ
ー
ル
を
開
発
し
た
と

き
で
し
た
。「
疲
れ
に
く
い
ハ
イ
ヒ
ー
ル
」

と
注
目
さ
れ
、
国
際
的
な
デ
ザ
イ
ン
コ
ン
テ

ス
ト
の
「
ジ
ェ
ー
ム
ズ
ダ
イ
ソ
ン
ア
ワ
ー

ド
」
を
受
賞 

し
て
、
パ
リ
コ
レ
ク
シ
ョ
ン

に
も
採
用
さ
れ
る
ほ
ど
の
高
評
価
は
得
た
の

で
す
が
、
市
販
に
は
至
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

商
品
を
販
売
し
た
経
験
が
な
く
、
半
ば
他
人

任
せ
だ
っ
た
か
ら
で
す
。
そ
の
経
験
か
ら
、

研
究
開
発
成
果
を
よ
り
確
実
に
社
会
実
装
す

る
た
め
に
、
ベ
ン
チ
ャ
ー
企
業
を
設
立
し
、

会
社
経
営
や
商
品
を
販
売
す
る
こ
と
を
実
践

し
つ
つ
学
ぶ
こ
と
に
し
ま
し
た
。

　
デ
ザ
イ
ン
工
学
部
に
は
、
デ
ザ
イ
ン
事
務

所
や
建
築
事
務
所
を
兼
業
し
て
い
る
先
生
が

少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。
実
務
を
経
験
す
る
こ

と
が
、
大
学
で
の
最
先
端
の
研
究
の
社
会
実

装
に
つ
な
が
り
、
さ
ら
に
は
、
よ
り
実
践
的

な
教
育
に
も
生
か
せ
る
か
ら
で
し
ょ
う
。

　
メ
カ
ニ
ズ
ム
で
の
課
題
解
決
方
法
は
、
今

後
さ
ま
ざ
ま
な
分
野
で
ニ
ー
ズ
が
増
す
と
確

信
し
て
い
ま
す
。
そ
の
一
例
が
、
上
腕
の
作

業
負
担
を
軽
減
す
る
ア
シ
ス
ト
装
置
Ｔａｓ
Ｋ
ｉ

（
補
助
を
目
的
と
し
た
道
具
）
で
す
。
Ｔａｓ

Ｋ
ｉ
は
、
上
腕
を
支
え
て
負
担
を
軽
減
す
る

こ
と
で
、
果
樹
園
で
の
農
作
業
や
保
守
点
検

作
業
な
ど
、
腕
を
上
げ
続
け
る
必
要
の
あ
る

作
業
を
ア
シ
ス
ト
す
る
装
置
で
す
。
す
で
に

社
会
実
装
も
始
ま
っ
て
い
ま
す
（
写
真
１
）。

　
現
在
着
目
し
て
い
る
の
が
「
子
ど
も
乗
せ

自
転
車
」
で
す
。
現
状
で
は
、
大
人
用
の
自

転
車
に
チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト
を
取
り
付
け
た

だ
け
の
構
造
に
な
っ
て
い
る
の
で
、
子
ど
も

に
と
っ
て
の
安
全
性
や
乗
り
や
す
さ
が
必
ず

し
も
優
先
さ
れ
て
い
る
と
は
言
え
ま
せ
ん
。

運
転
す
る
大
人
も
、
同
乗
す
る
子
ど
も
も
双

方
が
安
全
で
快
適
な
新
し
い
自
転
車
の
メ
カ

ニ
ズ
ム
を
検
討
し
た
い
で
す
。

　
他
に
も
、
工
具
が
な
く
て
も
簡
単
に
組
み

立
て
ら
れ
る
家
具
な
ど
、
メ
カ
ニ
ズ
ム
の
工

夫
で
課
題
解
決
を
図
る
よ
う
な
モ
ノ
づ
く
り

を
手
掛
け
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

恩
師
か
ら
受
け
た
教
育
の
恩
は
学
生
に

還
元
、
潜
在
能
力
の
開
花
を
後
押
し

　
現
代
社
会
の
複
雑
多
様
な
課
題
の
解
決
方

法
は
、
そ
れ
に
比
例
し
て
複
雑
多
様
に
な
る

傾
向
に
あ
り
ま
す
。
そ
の
よ
う
な
解
決
方
法

を
考
案
し
て
実
現
す
る
に
は
、
多
分
野
に
ま

た
が
る
知
見
と
統
合
力
が
必
要
に
な
り
ま
す
。

　
幸
い
な
こ
と
に
、
機
械
工
学
の
新
た
な
領

域
に
携
わ
る
た
び
に
、
第
一
線
で
活
躍
す
る

先
生
方
か
ら
教
え
を
受
け
る
機
会
に
恵
ま
れ

ま
し
た
。
学
生
フ
ォ
ー
ミ
ュ
ラ
に
夢
中
に

な
っ
て
い
た
学
部
生
の
頃
に
は
自
動
車
工
学

を
基
礎
か
ら
教
わ
り
、
大
学
院
で
は
人
間
工

学
、
ロ
ボ
ッ
ト
工
学
や
シ
ス
テ
ム
設
計
に
つ

い
て
深
く
学
び
ま
し
た
。
研
究
職
を
志
す
よ

う
に
な
っ
て
か
ら
は
ソ
フ
ト
ロ
ボ
テ
ィ
ク
ス

や
生
物
規
範
デ
ザ
イ
ン
の
研
究
に
も
携
わ
っ

て
い
ま
す
。
そ
う
し
て
得
て
き
た
技
術
や
知

見
は
、
自
身
の
研
究
に
つ
な
が
っ
て
い
ま
す
。

　
そ
の
恩
は
、
教
育
者
と
し
て
学
生
の
育
成

に
注
力
す
る
こ
と
で
、
返
し
て
い
き
た
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。
学
生
が
持
っ
て
い
る
潜
在

能
力
を
引
き
出
し
、
育
て
て
、
社
会
に
送
り

出
す
後
押
し
を
し
な
が
ら
「
実
践
知
」
を
広

め
て
い
く
。
そ
れ
が
、
教
員
と
し
て
の
私
の

役
割
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
デ
ザ
イ
ン
工
学
部
シ
ス
テ
ム
デ
ザ
イ
ン
学

科
の
学
生
は
、
自
主
性
が
高
く
、
自
分
の
や

り
た
い
こ
と
に
前
向
き
に
取
り
組
む
姿
勢
が

見
え
る
の
で
、
先
行
き
が
楽
し
み
で
す
。
状

況
の
変
化
に
対
応
し
な
が
ら
、
新
し
い
も
の

を
作
り
出
す
「
機
動
的
柔
軟
性
」
を
身
に
付

け
て
ほ
し
い
と
願
っ
て
い
ま
す
。

Yamada Yasuyuki

1986年三重県生まれ。慶應義塾大学理
工学部機械工学科卒業、同大学大学院
理工学研究科総合デザイン工学専攻前
期博士課程修了、同研究科開放環境科
学専攻後期博士課程修了。博士（工学）。
日本学術振興会特別研究員、日産自動
車、中央大学研究開発機構助教、中央
大学理工学部精密機械工学科助教、イ
ンペリアルカレッジロンドンVisiting 
Prof.、東京電機大学システムデザイン
工学部助教などを経て、2020年にデザ
イン工学部准教授に着任。現在に至る。
2017年中央大学中村太郎教授とともに 
株式会社ソラリスを設立。取締役CTO
（最高技術責任者）を務める。

デザインとエンジニアリングを
融合したメカニズムを探究

腕の重さを感じさせない自重補償機構で上腕を支え
るアシスト装置「TasKi」。ばねを使ったシンプルな
構造なので、屋外でも雨を気にせずに長時間使える

用途に応じて配置を自由に改良できるようにデザイン
した研究室。学生でも簡単に扱えるように、部屋内の
家具は、全て1つの工具だけで組み替え可能

学生時代に夢中になっていた学生フォーミュラで、
設計製作したレースカーを走らせる前に整備点検し
ている

写真1
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メ
カ
ニ
ズ
ム
は
Ｓ
Ｄ
Ｇｓ
の		

	

古
く
て
新
し
い
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン

　
専
門
は
メ
カ
ニ
ズ
ム
（
機
構
）、
デ
ザ
イ
ン

エ
ン
ジ
ニ
ア
リ
ン
グ
で
す
。
古
く
か
ら
あ
る

機
械
工
学
の
一
分
野
で
あ
る
メ
カ
ニ
ズ
ム
を
、

ユ
ー
ザ
ー
の
視
点
に
立
っ
た
デ
ザ
イ
ン
と
エ

ン
ジ
ニ
ア
リ
ン
グ
の
双
方
か
ら
検
討
し
て
、

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
や
電
子
機
器
、
電
力
な
ど

の
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
消
費
に
依
存
し
過
ぎ
る
こ

と
の
な
い
、
シ
ン
プ
ル
な
課
題
解
決
方
法
と

し
て
提
案
す
る
こ
と
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
な
メ
カ
ニ
ズ
ム
で
の
課
題
解
決

方
法
は
、
電
子
デ
バ
イ
ス
や
ア
ク
チ
ュ
エ
ー

タ
ー
を
多
用
し
た
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
よ
り
も
、

構
造
を
簡
略
化
し
て
耐
久
性
も
高
く
、
高
い

リ
サ
イ
ク
ル
性
や
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
つ
な
が

る
こ
と
か
ら
、
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
（
持
続
可
能
な
開

発
目
標
）
の
課
題
解
決
の
一
助
と
し
て
も
貢

献
で
き
る
方
法
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
人
間
中
心
の
モ
ノ
づ
く
り
は
、
古
く
は

「
人
間
工
学
」、
今
で
は
「
デ
ザ
イ
ン
工
学
」

「
デ
ザ
イ
ン
思
考
」「
ヒ
ュ
ー
マ
ン
セ
ン
タ
ー

ド
デ
ザ
イ
ン
」
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
言
葉
で

語
ら
れ
て
い
ま
す
。
世
界
的
に
は
関
心
の
高

ま
り
が
う
か
が
え
る
分
野
で
す
が
、
日
本
で

の
取
り
組
み
は
ま
だ
緩
や
か
で
す
。
社
会
問

題
の
複
雑
多
様
化
し
た
昨
今
、
さ
ら
に
需
要

が
高
ま
る
の
は
こ
れ
か
ら
だ
と
推
測
し
て
い

る
の
で
、
自
身
も
さ
ら
に
成
長
し
つ
つ
、
後

進
も
育
て
て
い
き
ま
す
。

デザイン工学部システムデザイン学科 准教授 　 山田 泰之

あらゆるメカニズムの「形・構造・動き」の関係性を探求し、デザインとエンジニアリングの融合を図っている山田泰之准教授。
さまざまな課題を解決するモノづくりにまい進しています。

vol .38

より良い社会のためにいまいる場所から考える
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デザインとエンジニアリングを
融合したメカニズムを探究
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クラブ・サークル

意
識
的
に
英
語
を
話
す
機
会
を
設
け

な
が
ら
、
語
学
力
を
磨
く
活
動
を

続
け
て
い
る
英
語
研
究
会
E
S
S
（
以

下
E
S
S
）。

「
E
S
S
に
は
、
活
動
形
態
の
異
な
る

五
つ
の
セ
ク
シ
ョ
ン
が
あ
り
、
部
員
は
自

分
の
や
り
た
い
活
動
に
応
じ
て
、
い
ず
れ

か
の
セ
ク
シ
ョ
ン
に
属
し
て
い
ま
す
」
と

概
要
を
紹
介
し
て
く
れ
た
の
は
、
代
表
の

髙
橋
さ
ん
。
セ
ク
シ
ョ
ン
は
、
英
語
劇
に

取
り
組
む
「
ド
ラ
マ
」、
弁
論
を
行
う

「
ス
ピ
ー
チ
」、
自
由
に
議
論
す
る
「
デ
ィ

ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
」、
さ
ま
ざ
ま
な
角
度
か

ら
討
論
す
る
「
デ
ィ
ベ
ー
ト
」、
外
国
人

の
ガ
イ
ド
や
映
画
評
論
な
ど
を
行
う
「
リ

タ
ラ
チ
ャ
ー
」
の
5
種
類
。
日
常
の
活
動

は
セ
ク
シ
ョ
ン
ご
と
に
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

「
い
ず
れ
の
セ
ク
シ
ョ
ン
も
1
年
生
が
中

心
と
な
っ
て
活
動
で
き
る
よ
う
な
体
制
を

組
ん
で
い
ま
す
。
上
級
生
は
1
年
生
が
前

向
き
に
活
動
で
き
る
よ
う
に
サ
ポ
ー
ト
し

て
い
る
の
で
、
学
年
を
越
え
て
部
員
同
士

が
温
か
い
関
係
を
築
け
て
い
ま
す
」
と
髙

橋
さ
ん
は
胸
を
張
り
ま
す
。

　
サ
ー
ク
ル
内
全
体
の
交
流
の
場
に
も
な

っ
て
い
る
の
が
、
年
に
2
回
開
催
さ
れ
る

合
宿
。
そ
こ
で
の
恒
例
行
事
が
「
レ
セ

テ
」
と
呼
ば
れ
る
、
英
語
の
ス
ピ
ー
チ
の

暗
唱
大
会
で
す
。「
初
め
て
参
加
し
た
夏

合
宿
で
の
夏
レ
セ
テ
の
経
験
が
、
強
烈
に

印
象
に
残
っ
て
い
ま
す
」
と
語
る
の
は
山

北
さ
ん
。「
そ
の
時
は
、『
I 

h
a
v
e 

a 

d
r
e
a
m.
（
私
に
は
夢
が
あ
る
）』
で
有

名
な
キ
ン
グ
牧
師
の
ス
ピ
ー
チ
を
暗
唱
し

ま
し
た
。
先
輩
方
の
手
を
借
り
て
幾
度
も

練
習
を
繰
り
返
し
、
自
分
で
も
驚
く
ほ
ど

熱
中
し
て
取
り
組
ん
だ
の
で
、
入
賞
で
き

た
時
は
感
動
し
ま
し
た
。
そ
の
時
の
思
い

が
忘
れ
ら
れ
な
く
て
ス
ピ
ー
チ
セ
ク
シ
ョ

ン
で
の
活
動
を
選
ん
だ
ほ
ど
で
す
」
と
思

い
出
を
振
り
返
り
ま
す
。

　
セ
ク
シ
ョ
ン
ご
と
に
ス
ピ
ー
チ
や
討
論

大
会
な
ど
に
も
積
極
的
に
参
加
。
全
国
大

会
の
優
勝
者
な
ど
も
輩
出
し
て
い
ま
す
。

他
大
学
の
E
S
S
サ
ー
ク
ル
と
の
交
流

も
い
い
刺
激
と
な
っ
て
、
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ

ン
維
持
に
も
つ
な
が
っ
て
い
ま
す
。

　
2
0
2
0
年
以
降
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
症
の
影
響
で
、
行
動
に
制
約
が

生
じ
て
い
る
も
の
の
、
ウ
ェ
ブ
会
議
ツ
ー

ル
を
利
用
し
た
オ
ン
ラ
イ
ン
企
画
を
増
や

し
て
、
活
動
の
幅
を
広
げ
て
い
ま
す
。

「
こ
れ
か
ら
新
入
部
員
が
本
格
的
に
活
動

に
加
わ
っ
て
く
る
の
で
、
で
き
た
ら
対
面

で
活
動
し
た
い
思
い
は
あ
り
ま
す
。
そ
の

場
に
い
る
こ
と
で
味
わ
え
る
緊
張
感
や
感

動
を
、
後
輩
た
ち
に
も
体
験
し
て
も
ら
い

た
い
の
で
」
と
語
る
渭
川
（
い
が
わ
）
さ

ん
。「
た
だ
、
オ
ン
ラ
イ
ン
活
動
し
か
で

き
な
く
て
も
、
工
夫
の
余
地
は
あ
る
と
思

っ
て
い
ま
す
。
ど
う
す
れ
ば
楽
し
め
る
の

か
、
皆
で
盛
り
上
が
れ
る
の
か
を
考
え
な

が
ら
、
前
向
き
に
活
動
し
て
い
き
た
い
」

と
明
る
く
語
り
ま
す
。

英語研究会ESS

英語劇からスピーチまで
「話す経験」を積み重ねて
自身の英語力を磨く

上段左から、髙橋颯良さん（キャリアデザイン学部キャリアデザイン学科3年／代表）、渭川
建さん（文学部英文学科3年）、下段、山北康生さん（国際文化学部国際文化学科3年）

MY  CAMPUS, MY  LIFE

大学での活動を通し、仲間と共に成長する学生たちを紹介します。

「
さ
ま
ざ
ま
な
事
例
に
触
れ
、家
族
の
在
り

方
に
つ
い
て
考
え
て
き
た
中
で
、多
様
性

を
大
切
に
し
た
い
と
感
じ
る
よ
う
に
な
り

ま
し
た
。両
親
に
感
謝
す
る
気
持
ち
も
強

く
な
っ
た
の
で
、親
孝
行
も
し
て
い
き
た

い
」と
語
り
ま
す
。

　
コ
ロ
ナ
禍
の
影
響
に
よ
り
、現
在
の
ゼ

ミ
活
動
は
、オ
ン
ラ
イ
ン
と
対
面
を
併
用

し
て
進
め
て
い
ま
す
。2
0
2
1
年
の
春

合
宿
は
、ウ
ェ
ブ
会
議
ツ
ー
ル
を
活
用
し

て
オ
ン
ラ
イ
ン
で
実
施
。授
業
は
状
況
に

合
わ
せ
て
対
面
に
戻
り
つ
つ
あ
り
ま
す
が
、

パ
ー
テ
ィ
シ
ョ
ン
で
区
切
る
な
ど
、し
っ

か
り
と
感
染
対
策
を
講
じ
て
い
ま
す
。

「
オ
ン
ラ
イ
ン
対
応
に
し
た
こ
と
で
、作

業
効
率
が
上
が
り
ま
し
た
」と
、思
わ
ぬ
効

果
に
喜
ぶ
の
は
、家
族
と
友
達
付
き
合
い

の
因
果
関
係
を
調
べ
て
い
る
と
い
う
髙
橋

さ
ん
。「
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
は
、ネ
ッ
ト
サ

ー
ビ
ス
を
利
用
し
て
実
施
す
る
こ
と
に
し

た
の
で
す
。用
紙
を
配
布
し
て
回
収
す
る

従
来
の
方
法
よ
り
、集
計
作
業
が
と
て
も

楽
に
な
り
ま
し
た
」と
笑
顔
を
見
せ
ま
す
。

そ
の
意
見
に
う
な
ず
い
た
森
川
さ
ん
は

「
ゼ
ミ
活
動
と
就
職
活
動
を
両
立
し
や
す

く
な
り
ま
し
た
。会
社
説
明
会
や
面
接
も

オ
ン
ラ
イ
ン
化
で
移
動
時
間
が
不
要
に
な

り
、時
間
が
有
効
活
用
で
き
て
い
ま
す
」と

語
り
つ
つ
も
、「
そ
の
反
面
、対
面
の
良
さ

を
再
認
識
し
て
い
ま
す
。顔
を
見
て
談
笑

す
る
だ
け
で
心
強
く
、安
心
す
る
の
で
す
」

と
コ
ロ
ナ
の
収
束
を
願
い
ま
す
。

夏合宿を境として、1年生の部員はセクションの希望
を決めて本格的な活動を始めることになる（写真は
2019年に開催した夏合宿）

2021年の春合宿はオンライン開催。例年は対面で行う
英語競技をオンライン上でできるように工夫して、4日間
のリモート合宿をやり遂げた

2020年に行われた春合宿での集合写真（写真撮影
時のみマスクを外しています）

※今回はオンラインで取材しています
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ゼミナール・研究室

大学での活動を通し、仲間と共に成長する学生たちを紹介します。

現
代
の
家
族
の
在
り
方
に
つ
い
て
探
究

し
て
い
る
斎
藤
嘉
孝
教
授
ゼ
ミ
。
学

生
た
ち
は
、自
身
の
家
族
観
か
ら
興
味
を
広

げ
て
個
々
に
研
究
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

「
幼
少
期
の
親
子
関
係
が
、子
ど
も
の
性

格
形
成
に
ど
の
よ
う
な
影
響
を
及
ぼ
す
の

か
を
考
察
し
て
い
ま
す
」と
語
る
の
は
菅

野
さ
ん
。「
親
に
対
す
る
満
足
度
が
高
け
れ

ば
自
己
肯
定
感
も
高
ま
る
の
か
と
い
う
仮

説
を
立
て
、調
べ
て
い
ま
す
。兄
弟
姉
妹
を

含
め
て
考
察
す
る
こ
と
も
、今
は
検
討
中

で
す
」と
興
味
を
広
げ
ま
す
。

　
家
族
と
い
う
テ
ー
マ
は
、身
近
で
語
り

や
す
い
だ
け
に
、客
観
的
な
視
点
が
重
要

で
す
。ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
な
ど
で
デ
ー
タ

を
収
集
し
、科
学
的
根
拠
に
基
づ
い
て
解

析
す
る
実
証
性
を
大
切
に
し
て
い
ま
す
。

「
学
生
の
意
見
は
新
鮮
で
気
付
か
さ
れ
る

こ
と
も
多
い
の
で
、フ
ラ
ン
ク
な
交
流
の

機
会
も
大
切
に
し
て
い
ま
す
」と
語
る
斎

藤
教
授
。そ
ん
な
師
の
姿
に
信
頼
を
寄
せ

る
鈴
木
さ
ん
は
、「
家
族
や
恋
愛
な
ど
、こ

れ
ま
で
学
ん
だ
こ
と
の
な
い
テ
ー
マ
を
、

深
掘
り
し
て
勉
強
で
き
る
こ
と
が
、こ
の

ゼ
ミ
の
魅
力
で
す
。ど
の
よ
う
な
意
見
を

述
べ
て
も
肯
定
し
て
捉
え
て
く
れ
る
の
で
、

の
び
の
び
と
意
見
交
換
を
楽
し
め
ま
す
。

自
分
の
キ
ャ
リ
ア
デ
ザ
イ
ン
に
も
生
か
し

た
い
」と
語
り
ま
す
。

　
親
子
関
係
が
結
婚
観
に
及
ぼ
す
影
響
を

調
べ
て
い
る
古
屋
さ
ん
も
、ゼ
ミ
で
の
学

び
を
自
分
の
成
長
へ
と
つ
な
げ
て
い
ま
す
。

MY  CAMPUS, MY  LIFE

キャリアデザイン学部キャリアデザイン学科 斎藤嘉孝教授ゼミ

お互いを尊重した、
活発な意見交換の中で
家族の在り方を考える

「
さ
ま
ざ
ま
な
事
例
に
触
れ
、家
族
の
在
り

方
に
つ
い
て
考
え
て
き
た
中
で
、多
様
性

を
大
切
に
し
た
い
と
感
じ
る
よ
う
に
な
り

ま
し
た
。両
親
に
感
謝
す
る
気
持
ち
も
強

く
な
っ
た
の
で
、親
孝
行
も
し
て
い
き
た

い
」と
語
り
ま
す
。

　
コ
ロ
ナ
禍
の
影
響
に
よ
り
、現
在
の
ゼ

ミ
活
動
は
、オ
ン
ラ
イ
ン
と
対
面
を
併
用

し
て
進
め
て
い
ま
す
。2
0
2
1
年
の
春

合
宿
は
、ウ
ェ
ブ
会
議
ツ
ー
ル
を
活
用
し

て
オ
ン
ラ
イ
ン
で
実
施
。授
業
は
状
況
に

合
わ
せ
て
対
面
に
戻
り
つ
つ
あ
り
ま
す
が
、

パ
ー
テ
ィ
シ
ョ
ン
で
区
切
る
な
ど
、し
っ

か
り
と
感
染
対
策
を
講
じ
て
い
ま
す
。

「
オ
ン
ラ
イ
ン
対
応
に
し
た
こ
と
で
、作

業
効
率
が
上
が
り
ま
し
た
」と
、思
わ
ぬ
効

果
に
喜
ぶ
の
は
、家
族
と
友
達
付
き
合
い

の
因
果
関
係
を
調
べ
て
い
る
と
い
う
髙
橋

さ
ん
。「
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
は
、ネ
ッ
ト
サ

ー
ビ
ス
を
利
用
し
て
実
施
す
る
こ
と
に
し

た
の
で
す
。用
紙
を
配
布
し
て
回
収
す
る

従
来
の
方
法
よ
り
、集
計
作
業
が
と
て
も

楽
に
な
り
ま
し
た
」と
笑
顔
を
見
せ
ま
す
。

そ
の
意
見
に
う
な
ず
い
た
森
川
さ
ん
は

「
ゼ
ミ
活
動
と
就
職
活
動
を
両
立
し
や
す

く
な
り
ま
し
た
。会
社
説
明
会
や
面
接
も

オ
ン
ラ
イ
ン
化
で
移
動
時
間
が
不
要
に
な

り
、時
間
が
有
効
活
用
で
き
て
い
ま
す
」と

語
り
つ
つ
も
、「
そ
の
反
面
、対
面
の
良
さ

を
再
認
識
し
て
い
ま
す
。顔
を
見
て
談
笑

す
る
だ
け
で
心
強
く
、安
心
す
る
の
で
す
」

と
コ
ロ
ナ
の
収
束
を
願
い
ま
す
。

2021年度のゼミのスタイル。口の字に机を並べたディ
スカッション形式のゼミのときには、アクリル板を設置
して感染対策を講じている

4年生は、プレゼンテーション方式で成果を途中報告し
ながら、卒業論文に向けて研究を深めていく

2021年度の斎藤ゼミ生。通常、学年ごとに分かれて
研究を進めているが、定期的に3・4年合同ゼミを開
催することで、交流の機会を増やしている

上段左から、斎藤嘉孝教授、菅野紗衣さん、森川風香さん、
下段左から、鈴木璃生さん、髙橋李佳さん、古屋快晟さん  ※全員、キャリアデザイン学部キャリアデザイン学科4年

※今回はオンラインで取材しています
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大学有数の歴史と実力を誇る、法政大学体育会。
そんな伝統ある40体育会が日々 活動しているワンシーンを、迫力あるカラーグラビアで紹介します。

バスケットボール部は、1937年5月に創部されました。男子部の戦績は、1977年
に関東大学リーグ戦など主要大会で優勝し、三冠を達成。2007年には全日本
学生バスケットボール選手権大会（現・全日本大学バスケットボール選手権大
会、通称インカレ）で準優勝しました。2015年にプロリーグ「B.LEAGUE（Bリー
グ）」が誕生し、近年ではプロを目指す選手も増えてきています。現在は関東リー
グ2部に所属し、2部リーグ優勝、1部復帰、インカレ優勝を目標に活動していま
す。「学生主体」を基本理念とし、選手とスタッフ自らが考えて行動し、日々の練
習に励んでいます。女子部は、現在関東リーグ3部で活躍しています。

撮影場所：�つくばカピオ�
（茨城県つくば市）

撮　　影：�鈴木滉平�
（スポーツ法政新聞会）

集合写真：バスケットボール部提供

バスケットボール部
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社会学部社会学科4年
Kamata Kouki

鎌田 航生 さん

諦めない走りをMessage

「自由な学風」の下で、自ら考え、
行動する学生の声を届けます。

※FISUワールドユニバーシティゲームズ
　「学生のためのオリンピック」と呼ばれる国際総合競技大会（旧・ユニバーシアード競技大会）。
　2021年夏に中国・成都での開催を予定していた第31回夏季大会はコロナ禍により延期が決定 HOSEI 2021.8・9｜ 20

私
は
、
父
が
マ
ス
タ
ー
ズ
陸
上
に
挑
戦

し
て
い
た
影
響
も
あ
っ
て
、
中
学
1
年

生
か
ら
陸
上
競
技
を
始
め
ま
し
た
。
父

か
ら
特
に
専
門
的
な
指
導
を
受
け
て
い

た
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
ラ
ン
ニ
ン

グ
・
ド
リ
ル
（
走
り
の
基
本
を
身
に
付
け

る
た
め
の
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
）
な
ど
の
ア
ド

バ
イ
ス
を
も
ら
っ
た
り
し
て
い
ま
し
た
。

法
政
大
学
第
二
高
等
学
校
に
進
学
し

て
か
ら
も
走
り
続
け
て
い
た
の
で
す
が
、

高
校
3
年
生
の
時
に
交
通
事
故
に
遭

い
、
足
を
負
傷
し
て
し
ま
い
ま
し
た
。
高

校
最
後
の
全
国
高
等
学
校
駅
伝
競
走
大

会
は
ど
う
し
て
も
走
り
た
か
っ
た
の
で
、

周
り
に
支
え
ら
れ
な
が
ら
リ
ハ
ビ
リ
に
励

み
、
ど
う
に
か
出
場
を
果
た
す
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。
そ
の
時
、
逆
境
で
も
諦
め
な

い
こ
と
で
生
ま
れ
る
力
を
学
び
ま
し
た
。

あ
り
が
た
い
こ
と
に
、
東
京
箱
根
間

往
復
大
学
駅
伝
競
走
（
箱
根
駅
伝
）
は

1
年
次
か
ら
走
る
機
会
に
恵
ま
れ
ま
し

た
。
初
出
場
で
8
区
を
走
り
、
初
め
て

襷た
す
きを
受
け
取
っ
た
時
は
、
と
も
か
く
緊
張

し
た
こ
と
を
覚
え
て
い
ま
す
。

2
年
次
は
2
区
を
任
さ
れ
た
の
で
す

が
区
間
18
位
と
い
う
結
果
に
終
わ
り
、

悔
し
い
思
い
だ
け
が
残
り
ま
し
た
。
次
こ

そ
リ
ベ
ン
ジ
し
た
い
と
い
う
思
い
で
臨
ん

だ
2
0
2
1
年
の
箱
根
駅
伝
で
は
、
ス

タ
ー
ト
の
1
区
を
走
り
、
区
間
賞
を
取

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
思
い
が
け
な
い

こ
と
だ
っ
た
の
で
自
分
で
も
驚
き
ま
し
た

が
、
仲
間
か
ら
も
祝
福
さ
れ
て
、
と
て
も

う
れ
し
か
っ
た
で
す
。
や
は
り
周
り
か
ら

の
応
援
の
力
は
大
き
く
、
今
ま
で
走
り
続

け
て
き
て
良
か
っ
た
と
実
感
し
ま
し
た
。

こ
の
経
験
で
自
信
が
付
き
、
3
月
に

行
わ
れ
た
「
第
24
回
日
本
学
生
ハ
ー
フ
マ

ラ
ソ
ン
選
手
権
大
会
」
で
も
優
勝
し
、

「
F※

I
S
U
ワ
ー
ル
ド
ユ
ニ
バ
ー
シ
テ
ィ

ゲ
ー
ム
ズ
（
2
0
2
1
／
成
都
）」
へ
の

出
場
権
を
得
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

コ
ロ
ナ
禍
で
行
動
が
制
約
さ
れ
る
中

で
の
練
習
は
、
何
を
す
べ
き
か
を
自
分
で

考
え
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
主

体
性
を
持
つ
大
切
さ
を
感
じ
な
が
ら
、

日
々
の
練
習
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

陸
上
に
全
力
を
注
ぎ
な
が
ら
も
、
私
は

学
業
も
お
ろ
そ
か
に
し
た
く
あ
り
ま
せ

ん
。
大
会
や
合
宿
に
参
加
す
る
た
め
授
業

に
出
席
で
き
な
か
っ
た
時
は
、
自
宅
学
習

で
追
い
付
く
努
力
を
心
掛
け
て
い
ま
す
。

次
回
の
箱
根
駅
伝
は
、
学
生
最
後
の

大
会
に
な
り
ま
す
。
次
こ
そ
は
シ
ー
ド

権
を
獲
得
し
て
、
後
輩
た
ち
に
つ
な
げ

て
い
き
た
い
で
す
。
個
人
的
に
は
、
2
年

次
に
味
わ
っ
た
悔
し
さ
の
リ
ベ
ン
ジ
と
し

て
、
も
う
一
度
2
区
を
走
り
き
り
、
日
本

人
ト
ッ
プ
を
狙
い
た
い
と
思
っ
て
い
ま

す
。
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2015

　
6
月
5
日
（
土
）、
オ
ン
ラ
イ
ン
に
て

支
部
長
会
議
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
清
水
伸
行
２
０
２
０
年
度
後
援
会
会

長
の
あ
い
さ
つ
に
続
き
、
大
学
の
小
澤

雄
司
常
務
理
事
か
ら
あ
い
さ
つ
と
大
学

の
近
況
報
告
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
次
に
議
長
の
清
水
会
長
か
ら
、
ウ
ェ

ブ
サ
イ
ト
上
で
実
施
し
た
２
０
２
１
年

度
後
援
会
総
会
の
電
子
表
決
の
結
果
報

告
が
あ
り
、
２
０
２
０
年
度
事
業
・
決

算
報
告
（
案
）、
２
０
２
１
年
度
予
算
・

事
業
計
画
（
案
）、
２
０
２
１
年
度
役
員

選
出
の
全
て
が
承
認
さ
れ
ま
し
た
。
議

事
に
お
い
て
は
、
今
年
度
は
コ
ロ
ナ
禍

で
も
「
支
部
総
会
・
父
母
懇
談
会
」
が

円
滑
に
開
催
で
き
る
よ
う
に
、
オ
ン
ラ

イ
ン
（
Ｚｏ
ｏ
ｍ
）
を
用
い
た
新
た
な
取

り
組
み
に
つ
い
て
説
明
が
あ
り
ま
し

た
。
ま
た
、
支
部
出
身
者
に
向
け
た
奨

学
金
制
度
の
創
設
に
つ
い
て
、
後
援
会

事
務
局
の
関
口
広
之
進
事
務
局
長
よ
り

説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

　
会
議
の
後
半
で
は
、
２
０
２
１
年
度

「
新
入
生
父
母
の
集
い
」
の
開
催
状
況
の

報
告
が
あ
り
ま
し
た
。
各
支
部
か
ら

は
、
今
後
の
活
動
予
定
や
、
支
部
活
動

の
役
員
選
出
で
苦
労
さ
れ
て
い
る
こ
と

な
ど
の
報
告
が
あ
り
、
今
後
継
続
し
て

議
論
し
て
い
く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　
支
部
長
会
議
は
、
友
利
方
彦
後
援
会

新
会
長
の
あ
い
さ
つ
で
、
締
め
く
く
ら

れ
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
も
後
援
会
は

「
子
ど
も
の
母
校
は
我
が
母
校
」
の
モ
ッ

ト
ー
の
下
、
大
学
に
協
力
し
、
学
生
が

安
心
し
て
学
校
生
活
が
送
れ
る
よ
う
支

援
し
て
ま
い
り
ま
す
。
引
き
続
き
、
ご

理
解
ご
協
力
を
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
、

よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

「
支
部
長
会
議
」報
告

後
援
会
支
部
委
員

諏
訪
部 
真
理 
（
千
佳
／
理
工
学
部
）

後
援
会
だ
よ
り
「
子
ど
も
の
母
校
は
我
が
母
校
」

「
後
援
会
だ
よ
り
」は
後
援
会
が
保
護
者
の
皆
さ
ま
と
作
る
ペ
ー
ジ
で
す
。

HOSEI
2021

August・September

※（　　 ）内は子どもの名前／学部
本文の役職名は2021年6月当時のものです。

　
6
月
19
日
（
土
）、
市
ケ
谷
キ
ャ
ン
パ
ス
大

内
山
校
舎
7
階
Ｙ
７
０
２
教
室
に
て
、
ハ※

イ

フ
レ
ッ
ク
ス
設
備
を
利
用
し
、
会
場
・
オ
ン

ラ
イ
ン
参
加
併
用
に
よ
る
後
援
会
役
員
研
修

会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
役
員
研
修
会

は
毎
年
１
回
、
法
政
大
学
の
教
育
理
念
や
大

学
が
目
指
す
役
割
に
つ
い
て
の
理
解
を
目
的

に
、
大
学
の
教
職
員
の
方
に
講
師
を
お
願
い

し
、
ご
講
演
を
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。

　
今
年
度
は
、
友
利
方
彦
後
援
会
会
長
の
あ

い
さ
つ
に
続
き
、「
W
i
t
h
コ
ロ
ナ
、

P
o
s
t
コ
ロ
ナ
の
法
政
大
学
」
と
い
う
テ
ー

マ
で
、
廣
瀬
克
哉
新
総
長
に
ご
講
演
い
た
だ

き
ま
し
た
。
２
０
２
０
年
度
を
失
わ
れ
た
学

年
に
し
な
い
た
め
、
コ
ロ
ナ
禍
に
お
い
て
も

学
生
が
オ
ン
ラ
イ
ン
で
授
業
を
受
け
ら
れ
る

よ
う
整
備
し
、
感
染
状
況
で
リ
ス
ク
を
レ
ベ

ル
分
け
し
、
機
敏
に
対
応
し
な
が
ら
対
面
授

業
の
再
開
を
進
め
る
な
ど
、
大
学
の
取
り
組

み
を
丁
寧
に
詳
し
く
ご
説
明
い
た
だ
き
ま
し

た
。
学
生
の
健
康
を
守
り
な
が
ら
、
学
び
の

質
を
大
切
に
学
問
の
継
続
を
図
り
、
常
に
学

生
に
寄
り
添
っ
て
工
夫
を
凝
ら
し
て
く
だ

さ
っ
て
い
る
こ
と
が
分
か
り
、
大
学
へ
の
理

解
を
深
め
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
研
修
会

は
、
西
山
広
二
郎
後
援
会
副
会
長
の
あ
い
さ

つ
を
も
っ
て
閉
会
と
な
り
ま
し
た
。

　
今
回
は
緊
急
事
態
宣
言
発
令
中
で
の
開
催

と
な
り
ま
し
た
が
、
オ
ン
ラ
イ
ン
と
の
併
用

開
催
と
な
っ
た
こ
と
で
、
全
国
の
多
く
の
支

部
役
員
の
皆
さ
ま
に
も
ご
参
加
い
た
だ
く
こ

と
が
で
き
、
大
変
有
意
義
な
時
間
を
共
有
す

る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
今
後
も
役
員
の

皆
さ
ま
と
の
交
流
を

広
げ
て
い
け
た
ら
と

思
っ
て
お
り
ま
す
。

ご
参
加
の
皆
さ
ま
、

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。

「
後
援
会
役
員
研
修
会
」報
告

後
援
会
副
会
長 

相
澤 

さ
え
子 

（
俊
輔
／
情
報
科
学
部
）

※ハイフレックス設備：対面授業をオンライン授業として同時配信する、ハイブリッド型授業用の設備
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2015

　
５
月
23
日
（
日
）、
水
戸
京
成
ホ
テ
ル

に
て
「
新
入
生
父
母
の
集
い
」
を
２
年
ぶ

り
に
開
催
し
、
１・２
年
生
の
保
護
者
の

皆
さ
ま
に
会
場
と
オ
ン
ラ
イ
ン
の
両
方
で

ご
参
加
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
小
金
井
事
務
部
学
務
課
の
糸
井
史
博

主
任
か
ら
は
、「
ウ
ィ
ズ
コ
ロ
ナ
時
代
の

大
学
に
お
け
る
授
業
、
学
生
生
活
に
つ
い

て
」
と
題
す
る
オ
ン
ラ
イ
ン
講
演
が
あ
り

ま
し
た
。
参
加
者
ア
ン
ケ
ー
ト
で
は
、
大

学
の
状
況
や
対
面
授
業
へ
の
前
向
き
な

姿
勢
が
分
か
っ
て
安
堵
し
た
と
い
う
感
想

が
多
く
見
受
け
ら
れ
ま
し
た
。
続
く
懇

談
会
で
は
、
関
心
事
と
し
て
「
コ
ロ
ナ
禍

で
の
生
活
対
応
（
メ
ン
タ
ル
面
も
含

む
）」「
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
取
り

方
」「
大
学

の
授
業
、
単

位
修
得
、
将

来
の
進
路

（
就
職
）」
な

ど
が
挙
げ
ら

れ
、
人
と
の

つ
な
が
り
が

こ
の
上
な
く

大
切
で
あ
る

と
の
共
通
見
解
に
至
り
ま
し
た
。

　
今
回
の
集
い
を
通
し
て
、
保
護
者
が

我
が
子
を
深
く
思
う
の
と
同
様
に
、
大

学
に
対
し
て
も
強
い
思
い
を
抱
い
て
い
る

こ
と
を
認
識
し
ま
し
た
。
今
後
も
「
子

ど
も
の
母
校
は
我
が
母
校
」
の
モ
ッ
ト
ー

の
下
、
一
番
の
応
援
団
と
し
て
活
動
を
進

め
て
ま
い
り
ま
す
。
創
意
工
夫
を
し
つ

つ
、
キ
ャ
ン
パ
ス
見
学
会
、
大
学
祭
、
六

大
学
野
球
や
駅
伝
の
応
援
な
ど
を
実
現

さ
せ
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
新
役
員
も
無
事
選
出
で
き
、
今
後
の

活
動
が
よ
り
活
発
に
な
る
こ
と
を
期
待

し
て
い
ま
す
。
大
学
憲
章
の
「
自
由
を

生
き
抜
く
実
践
知
」
の
言
葉
に
内
包
さ

れ
て
い
る
と
お
り
、
学
生
の
皆
さ
ん
に

は
、
し
な
や
か
に
世
の
中
を
生
き
抜
く
力

＝
自
由
な
ス
ピ
リ
ッ
ト
を
礎
と
し
、
さ
ま

ざ
ま
な
体
験
を
通
し
て
精
神
性
の
高
い

学
び
を
獲
得
し
て
い
た
だ
き
た
い
と
願
っ

て
い
ま
す
。
創
造
性
と
課
題
に
向
き
合

う
力
が
、
危
機
を
チ
ャ
ン
ス
に
変
え
る
実

践
知
に
つ
な
が
る
と
信
じ
ま
す
。
学
生
の

皆
さ
ん
が
豊
か
な
人
生
を
歩
め
る
よ

う
、
茨
城
県
支
部
後
援
会
は
応
援
し
て

ま
い
り
ま
す
。

「
茨
城
県
支
部 

新
入
生
父
母
の
集
い
」報
告

茨
城
県
支
部
長 

原 

恵
三
子 

（
祐
介
／
経
営
学
部
）

　
栃
木
県
支
部
で
は
、
５
月
23
日
（
日
）
に

宇
都
宮
市
内
の
ホ
テ
ル
ニ
ュ
ー
イ
タ
ヤ
で

「
新
入
生
父
母
の
集
い
」
を
開
催
い
た
し
ま
し

た
。昨

年
度
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
拡
大
防
止
の
た
め
に
中
止
と
な
っ
た
こ
と

か
ら
、
２
年
生
の
父
母
も
含
め
、
１・２
年
生

合
同
で
の
開
催
と
し
ま
し
た
。
ま
た
、
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
拡
大
防
止
の
観
点

か
ら
、
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
変
更
、
よ
り
広
い
会

場
へ
の
変
更
、
会
場
参
加
と
オ
ン
ラ
イ
ン
参

加
の
併
用
開
催
な
ど
、
例
年
と
は
大
き
く
異

な
っ
た
父
母
の
集
い
と
な
り
ま
し
た
。

　
今
回
の
参
加
者
は
、
新
入
生
父
母
が
15
人

（
会
場
参
加
９
人
、
オ
ン
ラ
イ
ン
参
加
６

人
）、
２
年
生
父
母
が
13
人
（
会
場
参
加
９

人
、
オ
ン
ラ
イ
ン
参
加
４
人
）
の
計
28
人
で

し
た
。
栃
木
県
で
は
状
況
が
落
ち
着
い
て
い

る
と
は
い
え
、
コ
ロ
ナ
禍
で
の
開
催
で
あ

り
、
参
加
者
は
例
年
よ
り
少
な
く
な
る
だ
ろ

う
と
思
っ
て
は
い
ま
し
た
が
、
予
想
以
上
に

少
な
か
っ
た
こ
と
に
驚
き
ま
し
た
。

　
参
加
者
の
皆
さ
ま
は
、
初
め
は
緊
張
気
味

で
し
た
が
、
学
務
部
学
部
事
務
課
の
伊
藤
賢

治
課
長
の
講
演
に
熱
心
に
耳
を
傾
け
、
質
疑

応
答
で
は
予
定
時
間
を
オ
ー
バ
ー
す
る
く
ら

い
多
く
の
質
問
が
出
ま
し
た
。
そ
の
後
の
懇

談
も
、
和
や
か
な
雰
囲
気
で
活
発
な
意
見
交

換
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
準
備
の
段
階
か
ら
手
探
り
の
上
に
、
２
学

年
合
同
で
の
開
催
と
あ
っ
て
、
支
部
役
員
全

員
で
準
備
、
運
営
に
当
た
り
ま
し
た
。
当
日

ス
ム
ー
ズ
に
進
行
で
き
た
の
は
、
役
員
一
人
一

人
が
そ
の
場
そ
の
場
で
、
臨
機
応
変
に
対
応

し
て
く
だ
さ
っ
た
成
果
だ
と
思
い
ま
す
。
こ

れ
か
ら
の
ウ
ィ
ズ
コ
ロ
ナ
時
代
に
、
役
員
同

士
が
信
頼
関
係
を
持
っ
て
活
動
し
、
会
員
全

員
が
安
心
し
て
参
加
し
、
情
報
交
換
を
行
え

る
場
と
な
る
よ
う
に
考
え
て
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
。

「
栃
木
県
支
部 

新
入
生
父
母
の
集
い
」報
告

栃
木
県
支
部
長 

髙
山 

友
樹 

（
雅
貴
／
法
学
部
）
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HOSEI
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August・
September

2021年度 後援会の主な事業

2021年度 法政大学後援会運営委員

2021年度（2021年4月～2022年3月）の主な事業計画は以下のとおりです。

前列左から西山広二郎副会長、相澤さえ子副会長、友
利方彦会長、諏訪部真理副会長、石井亘副会長
後列左から滝沢かおり総務、市瀬恵美子総務、小林こ
ずえ総務、浅見佐亨総務、鯨岡光男総務、松﨑浩司
総務、白鳥高総務

事業項目 主な事業

1.父母懇談会※1

支部 ・36支部で「支部総会・父母懇談会」を開催　7月3日（土）～8月29日（日）

首都圏
・ 東京都、神奈川県、千葉県、埼玉県の父母を対象に３キャンパスで開催
市ケ谷キャンパス　10月 3日（日）
小金井キャンパス　10月10日（日）
多摩キャンパス　　10月9日（土）

2.後援会活動の活性化と適正化 ・各種会議へ参加※1
・後援会活動の活性化、適正化に向けた討議

3.支部における諸活動（任意）※1
・新入生父母の集い
・キャンパス見学、会員相互の親睦を図るための活動の企画・実施
・支部による学生課外活動の支援

4.学生･大学への助成
・新型コロナウイルス感染症、自然災害などにおける学生支援
・経済的困窮学生のための支援
・広報活動などへの補助
・その他、学生・大学活動への助成

5.広報活動
・広報誌「法政」掲載の「後援会だより」、後援会ウェブサイトの活用
・スポーツや文化活動の情報発信
・「会員のための大学ガイドブック」の作成

6.大学関係者との連携強化※1 ・大学との各種懇談会の実施
・校友会との相互連携

7.法政スポーツコミュニティー（HSC）・学生支援※2 ・学生スポーツの応援、文化系学生の課外活動のサポート

8.その他※1 ・対外組織との連携

法政大学後援会事務局
〒102-0073
東京都千代田区九段北3-2-3 法政大学九段校舎4F
TEL：03-3264-9350
FAX：03-3264-9367  
E-mail：koenkai@hosei.ac.jp　　            

後援会ウェブサイト  
https://www.hosei-koenkai.org/

※1 2021年度は、新型コロナウイルス感染症などの拡大状況により、活動内容や開催方法を都度判断する。
※2 各種団体の応援ガイドラインなどに基づきサポートを行う。
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2021年度後援会総会 電子表決結果のご報告

キャリアセンター職員による会員向けオンデマンド動画配信

　2021年5月21日（金）～ 5月31日（月）に、後援会ウェブサイト上で2021年度後援会総会の電子表決を行いました。
以下の全ての議案において、行使された議決権の賛成が半数を上回り、2021年6月5日（土）付けにて可決・承認されま
したことをご報告いたします。議案の内容は、後援会ウェブサイトに掲載しています。
　※電子表決が行われない場合は、議長に一任として取り扱いとします。

【議案】
・第1号議案「2020年度事業・決算報告（案）」
・第2号議案「2021年度予算（案）」
・第3号議案「2021年度事業計画（案）」
・第4号議案「2021年度役員選出」

後援会ウェブサイト  
https://www.hosei-koenkai.org/

　
広
島
県
支
部
で
は
5
月
23
日
（
日
）、
オ
ン

ラ
イ
ン
参
加
に
よ
る
「
新
2
年
生
・
新
入
生

父
母
の
集
い
」
を
開
催
し
ま
し
た
。
当
初

は
、
会
場
・
オ
ン
ラ
イ
ン
参
加
併
用
開
催
の

予
定
で
し
た
が
、
広
島
県
に
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
症
拡
大
防
止
の
緊
急
事
態
宣
言

が
出
さ
れ
た
た
め
、
支
部
役
員
で
検
討
の
結

果
、
会
場
参
加
を
断
念
し
、
オ
ン
ラ
イ
ン
参

加
の
み
の
実
施
と
し
ま
し
た
。

　
昨
年
度
は
、
コ
ロ
ナ
禍
で
新
入
生
父
母
の

集
い
を
は
じ
め
全
て
の
行
事
が
中
止
と
な

り
、
現
新
2
年
生
の
父
母
と
の
交
流
が
全
く

で
き
な
い
状

況
だ
っ
た
た

め
、
オ
ン
ラ

イ
ン
と
は
い

え
交
流
を
実

現
で
き
た
の

は
大
変
良

か
っ
た
と
思

い
ま
す
。
今

回
は
、
新
2

年
生
6
人
、

新
入
生
7

人
、
計
13
人
の
父
母
が
参
加
し
ま
し
た
。

オ
ン
ラ
イ
ン
開
催
は
初
め
て
で
、
I
T
機

器
操
作
に
も
不
慣
れ
の
た
め
、
私
を
含
め
支

部
役
員
の
一
部
は
会
場
の
ホ
テ
ル
セ
ン
チ
ュ

リ
ー
21
広
島
に
参
集
し
、
会
を
運
営
し
ま
し

た
。
ま
た
、
後
援
会
事
務
局
が
手
配
く
だ

さ
っ
た
I
T
機
器
業
者
の
サ
ポ
ー
ト
も
あ

り
、
支
障
な
く
オ
ン
ラ
イ
ン
で
開
催
で
き
ま

し
た
。

　
社
会
学
部
事
務
課
の
平
田
雄
大
主
任
（
当

時
）
に
よ
る
講
演
「
ウ
ィ
ズ
コ
ロ
ナ
時
代
の

大
学
に
お
け
る
授
業
、
学
生
生
活
に
つ
い

て
」
の
後
、
支
部
役
員
の
自
己
紹
介
が
あ

り
、
新
2
年
生
・
新
入
生
の
父
母
か
ら
は
お

子
さ
ん
の
学
生
生
活
の
様
子
を
お
話
し
い
た

だ
き
ま
し
た
。
コ
ロ
ナ
禍
で
オ
ン
ラ
イ
ン
授

業
が
主
と
な
る
な
ど
、
通
常
の
キ
ャ
ン
パ
ス

ラ
イ
フ
が
送
れ
ず
、
大
変
な
ご
苦
労
を
さ
れ

て
い
る
こ
と
が
分
か
り
ま
し
た
。

　
今
後
も
後
援
会
活
動
を
通
じ
て
会
員
の
皆

さ
ま
と
交
流
を
図
っ
て
ま
い
り
た
い
と
思
い

ま
す
。

「
広
島
県
支
部 

新
入
生
父
母
の
集
い
」報
告

広
島
県
支
部
長 

藤
井 

克
彦 

（
健
一
郎
／
理
工
学
部
）

　例年の父母懇談会で、会員の皆さまにご聴講、ご参加いただいておりますプログラム、大学職員による「就職
状況」等に関する説明を今年度もオンラインにて公開しております。
■「就職状況」等に関する説明（資料・動画）　 
閲覧、視聴には、後援会ウェブサイトの会員限定特設ページにアクセスし、IDとパスワードの入力が必要です。
https://www.hosei-koenkai.org/members 
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校友会だより
一般社団法人法政大学校友会（以下、校友会）は、「法政ネットワーク」強化により校友憲章に謳っている
「価値の創生・共創」を基本理念に、大学、後援会と手を携えて三位一体で諸事業を推進してまいります。

校
友
会
の「
デ
ジ
タ
ル
化
」推
進

校
友
会
で
は
、
２
０
２
０
年
度
か
ら
デ
ジ
タ

ル
化
の
推
進
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

今
回
は
そ
の
内
容
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
の
全
面
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル

　
校
友
会
に
は
20
〜
90
代
と
幅
広
い
世
代
の
卒

業
生
が
関
わ
っ
て
い
ま
す
。
そ
こ
で
、
全
て
の

世
代
に
と
っ
て
見
や
す
く
、
情
報
を
収
集
し
や

す
い
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
と
な
る
よ
う
、
全
面
リ
ニ

ュ
ー
ア
ル
を
行
い
ま
し
た
。

　
新
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
で
は
、
次
の
よ
う
な
多
彩

な
コ
ン
テ
ン
ツ
を
定
期
的
に
発
信
し
て
い
ま
す
。

・
校
友
会
か
ら
の
お
知
ら
せ

・�

３
大
イ
ベ
ン
ト
、
校
友
会
が
運
営
す
る
事

業
・
サ
ー
ビ
ス
の
紹
介

・
パ
ー
ト
ナ
ー
組
織
の
紹
介
、
お
知
ら
せ

・
校
友
会
報
「
Ｏ
Ｒ
Ａ
Ｎ
Ｇ
Ｅ�

Ｊ
Ｏ
Ｕ
Ｒ
Ｎ

Ａ
Ｌ
」（
バ
ッ
ク
ナ
ン
バ
ー
も
公
開
）

・�

20
〜
30
代
の
卒
業
生
の
た
め
の
「
法
政
オ
レ

ン
ジ
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
」
の
イ
ベ
ン
ト
情
報

・�

多
様
な
分
野
で
活
躍
す
る
卒
業
生
の
紹
介

・�

卒
業
生
が
経
営
す
る
お
店
の
情
報
「
法
政
オ

レ
ン
ジ
Ｍ
Ａ
Ｐ
」

　
ぜ
ひ
、
卒
業
生
や
パ
ー
ト
ナ
ー
組
織
の
情
報

の
収
集
・
発
信
に
、
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

校
友
会
「
公
式
ア
プ
リ
」
の
導
入

　
校
友
会
「
公
式
ア
プ
リ
」
を
２
０
２
１
年
４

月
に
リ
リ
ー
ス
し
ま
し
た
。
次
の
よ
う
な
機
能

が
あ
り
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

①
電
子
会
員
証

　
校
友
会
の
終
身
会
員
と
な
っ
た
卒
業
生
に
は
、

プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
製
の
カ
ー
ド
型
の
会
員
証
を
お

渡
し
し
て
い
ま
す
。
公
式
ア
プ
リ
で
は
、
ス
マ

ー
ト
フ
ォ
ン
上
で
電
子
会
員
証
（
８
月
に
実
装

予
定
）
を
表
示
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
た
め
、

会
員
証
を
携
帯
す
る
必
要
が
な
く
な
り
ま
す
。

②
校
友
会
の
最
新
情
報
を
プ
ッ
シ
ュ
通
知

　
校
友
会
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
で
発
信
す
る
情
報
、

会
報
「
Ｏ
Ｒ
Ａ
Ｎ
Ｇ
Ｅ�

Ｊ
Ｏ
Ｕ
Ｒ
Ｎ
Ａ
Ｌ
」

デ
ジ
タ
ル
版
な
ど
を
見
る
こ
と
が
で
き
る
他
、

「
法
政
オ
レ
ン
ジ
Ｍ
Ａ
Ｐ
」
の
掲
載
店
舗
の
検

索
や
Ｓ
Ｎ
Ｓ
と
の
連
携
も
可
能
で
す
。
ま
た
、

卒
業
生
の
属
性
（
出
身
学
部
、
地
域
な
ど
）
に

応
じ
て
、
プ
ッ
シ
ュ
通
知
が
届
き
ま
す
。

校友会「公式アプリ」のイメージ画面
※App store、Google playストアで「法
政大学校友会」と検索するとダウンロード
ができます。

2021年4月にリニューアルした校友会ウェブサイト。
上がPC、下がスマートフォンのトップページ。

一般社団法人 法政大学校友会事務局　Tel 03-3264-1831　Eメール info@hoseinet.or.jp　ウェブサイト https://hoseinet.or.jp/

校友会
「公式アプリ」
のダウンロード
サイト

校友会ウェブサイト
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VOL.020

げ
る
E
T
o
S
ら
し
く
、
文
系
に
多
い

資
料
を
中
心
と
し
た
展
示
と
、
理
系（
特

に
建
築
系
）に
多
い
模
型
な
ど
の
立
体
物

展
示
を
織
り
交
ぜ
た
構
成
と
な
っ
て
い

ま
す
。

　
I
n
t
a
n
g
i
b
l
e
と
は
、「
無

形
」を
意
味
す
る
言
葉
で
す
。
大
火
、
天

災
、
戦
争
、
開
発
に
よ
っ
て
建
造
物
な

ど
の「
有
形
物
」は
失
わ
れ
て
も
、
江
戸

東
京
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
は
、
地
形

や
人
の
営
み
、
つ
な
が
り
と
い
っ
た「
無

形
物
」に
残
さ
れ
、
今
に
引
き
継
が
れ
て

い
ま
す
。
こ
の
特
別
展
で
は
、
い
く
つ

も
の
時
代
の
層
が
積
み
重
な
っ
た
上
に

今
が
、
そ
し
て
未
来
が
あ
る
こ
と
を
意

識
し
て
も
ら
え
る
よ
う
、
そ
う
し
た「
無

形
物
」の
記
録
や
再
現
に
焦
点
を
当
て
て

い
ま
す
。

　
第
1
会
場
の
九
段
北
校
舎
1
階

ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
・
コ
ア
で
は
、
数
年
し
か

存
在
し
な
か
っ
た
水
辺
の
能
舞
台
と
江

戸
初
期
の
芝
居
町
の
復
元
C
G
や
模
型

　
戦
前
か
ら
学
術
界
や
社
会
に
大
き
な

影
響
を
与
え
て
き
た
本
学
の
江
戸
文
化

研
究
は
、
2
0
0
0
年
代
に
入
っ
て
か

ら
文
系
と
理
系
の
二
つ
の
研
究
機
関
が

推
進
し
て
き
ま
し
た
。
2
0
1
8
年
1

月
に
は
、
文
部
科
学
省
私
立
大
学
研
究

ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ
事
業
の
一
環
と
し
て

両
者
の
連
携
拠
点
と
な
る「
江
戸
東
京

研
究
セ
ン
タ
ー
（
E
T
o
S
）」を
設
置
。

近
世
以
前
の
江
戸
と
近
代
以
降
の
東
京

の
文
化
的
、
空
間
的
な
接
続
に
着
目
し
、

持
続
可
能
な
地
球
社
会
を
構
築
す
る
方

法
や
理
論
を
導
き
出
す
研
究
活
動
を
展

開
し
、
大
き
な
成
果
を
挙
げ
て
い
ま
す
。

　
今
回
、
そ
の
5
年
間
の
取
り
組
み
の

集
大
成
と
し
て
、「〈
人
・
場
所
・
物

語
〉〝
I
n
t
a
n
g
i
b
l
e
〞な
も

の
で
継
承
す
る
江
戸
東
京
の
ア
イ
デ
ン

テ
ィ
テ
ィ
」を
テ
ー
マ
に
E
T
o
S
特
別

展
を
開
催
し
ま
す
。
こ
の
特
別
展
は
、

H
O
S
E
I
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
初
と
な
る

4
カ
所
同
時
展
示
で
、
文
理
融
合
を
掲

な
ど
、
江
戸
東
京
の「
水
都
」の
側
面
に

フ
ォ
ー
カ
ス
。
第
2
会
場
の
ボ
ア
ソ

ナ
ー
ド
・
タ
ワ
ー
14
階
博
物
館
展
示
室

に
は
、
近
世
〜
近
代
の
人
の
営
み
や
暮

ら
し
を
知
る
こ
と
の
で
き
る
、
名
所
や

年
中
行
事
を
描
い
た
絵
画
が
展
示
さ
れ

ま
す
。

　
H
O
S
E
I
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
の
市
ケ

谷
サ
テ
ラ
イ
ト
で
あ
る
第
3
会
場
の
ボ

ア
ソ
ナ
ー
ド
・
タ
ワ
ー
26
階
ホ
ワ
イ
エ

に
は
、
近
代
か
ら
現
代
の
江
戸
東
京
の

ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
を
物
語
る
長
屋
、

旅
館
、
銭
湯
の
図
面
や
模
型
な
ど
が
並

び
、
同
じ
く
市
ケ
谷
サ
テ
ラ
イ
ト
の
第

4
会
場
の
外
濠
校
舎
6
階
展
示
ス
ペ
ー

ス
に
は
、
人
の
つ
な
が
り
を
残
す
／
生

む
住
宅
地
や
商
店
街
の
再
生
・
再
開
発

プ
ラ
ン
が
展
示
さ
れ
ま
す
。

　
市
ケ
谷
キ
ャ
ン
パ
ス
界
隈
を
歩
き
な

が
ら
4
会
場
を
回
れ
ば
、
昔
も
今
も
、

そ
し
て
将
来
も
、
都
市
の
主
役
は「
人
」

で
あ
る
と
感
じ
る
こ
と
で
し
ょ
う
。

1  CGで再現した江戸城の水舞台（九段北校舎1階ミュージアム・コアに展示予定）
2  『東京名所三十六戯撰』の「高なわ」には、2020年末に発掘された高輪築堤が描かれている（ボアソナード・タワー 14階博物館展示室に展示予定）
3  1904年から2016年まで学生下宿、旅館として営業していた東京・本郷の朝陽館本家。模型は学生が製作（市ケ谷サテライト／ボアソナード・タワー 26階に展示予定）

取材協力：江戸東京研究センター（EToS）、HOSEIミュージアム事務室
※過去に掲載した記事は、ウェブサイトに掲載しています https://www.hosei.ac.jp/hosei/daigakugaiyo/daigaku_shi/museum

一部会場は9月30日まで

江
戸
東
京
研
究
セ
ン
タ
ー（
E
T
o
S
）特
別
展
示

江
戸
と
東
京
と
の
連
続
性

〜
文
理
の
壁
を
越
え
て
、現
代
的
意
味
を
追
究
〜

江戸東京研究センター特別展示

<人・場所・物語>－“Intangible”なもので継承する
江戸東京のアイデンティティ

場所：市ケ谷キャンパス九段北校舎１階ほか
期間：9月7日～ 10月3日（予定）

詳細：HOSEIミュージアムウェブサイト

1

23新型コロナウイルス感染症の影響等により、日程や内容は変更になる可
能性があります。詳しくは上記ウェブサイトをご確認ください。
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※記事の詳細は大学ウェブサイト（https://www.hosei.ac.jp）および関連リンク先でもご覧いただけます。

現代福祉学部のゼミ生らが多摩地域交流センター
と共同で高齢者のワクチン接種予約を支援

　5月27日（木）、現代福祉学部福祉コミュ
ニティ学科保井美樹・今井裕久ゼミと多摩
地域交流センターに所属する学生11人の
協力のもと、若葉台住宅地（相模原市緑区）
の住人らのワクチン接種の予約を支援しまし
た。同ゼミでは、2019年から同住宅地で住
民アンケートや社会実験などの研究活動を
開始。その縁で打診があり、インターネット利用が困難な高齢者
をサポートするために、学生らが応援に駆け付けました。
　現地で2人、リモートで9人が作業を実施し、代行依頼のあっ
た34人全員の予約を達成しました。

東京六大学準硬式野球春季リーグ戦の
完全優勝をはじめ、準硬式野球部が大活躍

　準硬式野球部は、5月16日
（日）に行われた「東京六大
学準硬式野球春季リーグ戦」
にて対東京大学2回戦を勝利
し、中止となった昨春を除き5
季ぶり48度目の完全優勝を
果たしました。続いて5月30日
（日）に開催された「東京六大
学準硬式野球木村杯新人戦」でも、立教大学との決勝戦を制
して優勝を飾り、リーグ戦、新人戦の二冠を達成しました。
　6月5日（土）には、春季リーグの完全優勝で出場権を得た「全
日本大会出場予選会」が開催され、日本大学と対戦。鈴木歩
夢選手（社会学部2年）が劇的なサヨナラ本塁打を放ち、全日
本大会本戦出場も決めました。

（写真提供：スポーツ法政新聞会）

「チーム対抗！ 運動しながら素敵な街
に！」を実施

　5月15日（土）、市ケ谷ボランティ
アセンター学生スタッフ（VSP）主
催で「チーム対抗！ 運動しながら
素敵な街に！」を実施しました。
　コロナ禍で外出が減り、体を動
かす機会や人と会って交流できる機会が減少していることを鑑
みて、掃除をしながら運動や学生同士の交流もできる企画となっ
ており、27人の学生が参加しました。
　ルールを工夫してゲーム要素も取り入れたことで、限られた時
間内で広い範囲を清掃できるようになり、参加者同士には良い
交流が生まれました。

キャリアデザイン学部の学生が「地域発デジ
タルコンテンツ」で総務大臣奨励賞を受賞

　総務省が主催する「地域発デジタ
ルコンテンツ」にて、キャリアデザイン
学部3年の小野日菜さんが手掛けた
作品「身近なSNSトラブルを防ごう」
が、総務大臣奨励賞を受賞しました。
　「地域発デジタルコンテンツ」は、クリエイターの育成や作品
発表の場の提供、地域からの情報発信などを目的としたデジタ
ルコンテンツに関するコンテストです。今年度は全国で8作品が
最上位の総務大臣奨励賞を受賞し、小野さんの作品はその一
つに選出されました。

関東学生剣道選手権大会にて、
男女ともに準優勝を飾る

　5月13日（木）に開催された「第53回関東女子学生剣道選手
権大会」にて、柿元冴月選手（法学部2年）が準優勝に輝きまし
た。さらに、5月19日（水）に開催された「第67回関東学生剣道
選手権大会」では横藤竜平選手（文学部4年）も準優勝を飾り、
男女ともに好成績を収めました。今後も剣道部の活躍にご期待
ください。

今年はおうちで楽しもう！  オンライン「法政フェア」11月21日（日）開催！
「法政フェア」は、卒業生はもちろん、ご家族やご友人も一緒に学園祭気分でお楽しみいただけるイベ
ントです。
2021年は新型コロナウイルス感染症の影響を考慮し、オンラインで実施します。おうちでも楽しめる企
画を検討中ですので、ぜひご覧ください。詳細は決定次第、大学ウェブサイトおよび法政フェア
Facebookページに随時掲載していきます。

★大学ウェブサイトで
　過去開催時の写真もご覧いただけます。
　https://www.hosei.ac.jp/hosei/
　renkei/orangenet/fair/

法政フェアについてのお問い合わせ先
卒業生・後援会連携室
☎03-3264-4924
（平日9：00〜11：30、12：30〜17：00）
E-mail：koyu@hosei.ac.jp

　学生の研究活動を奨励し、論理的記述能
力の向上を図ることを目的とした「法政大学
懸賞論文」、デジタル技術を駆使してアイデ
アやメッセージを視覚的に表現する「デジタル
コンテンツ・コンテスト」の本年度の募集要項
を公開しました。

【応募期間】
法政大学懸賞論文：
9月27日（月）～10月4日（月）
デジタルコンテンツ・コンテスト：
9月17日（金）～10月5日（火）

「法政大学懸賞論文」
「デジタルコンテンツ・コンテスト」募集

法政大学懸賞論文

デジタルコンテンツ・コンテスト

過去開催時の様子
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「法政大学新型コロナウイルス感染防
止の取り組み－えこぴょんからの10個
のお願い－」リーフレットを作成

　本学では、新型コロナウイルス感染症の感染拡大防止に対
する意識を高め、安全かつ充実した学生生活を送ってもらいた
いと願って、「法政大学新型コロナウイルス感染防止の取り組
み－えこぴょんからの10個のお願い－」と題したリーフレットを作
成し、大学ウェブサイトに掲載しました。
　本学の感染拡大防止策を紹介するとともにコロナ禍での大
学生活で、特に注意してほしい点をまとめています。
　今後も、学生の皆さんと共に教職員一丸となって安心してキャ
ンパスライフを送ってもらえるように感染対策に努めてまいります。

【えこぴょんからの10個のお願い】
1.登下校時・キャンパス内でのマスクの着用
2.検温の徹底
3.消毒・手洗い
4.ソーシャルディスタンス
5.食事中の会話および大人数での会食禁止
6.対面授業の受講ルールの遵守
7.体調不良時の登校自粛
8.法政大学HPおよびHoppiiの掲載情報の確認
9.オンライン授業受講のための「開放スペース」の利用
10.換気のご協力

天津外国語大学（中国）との
第6回オンライン学生交流会を開催

　6月11日（金）、中国の天津外国語大学との第6回オンライン
学生交流会を開催しました。毎回さまざまな学部の方が、学年
を問わず参加しています。
　今回のテーマは「日本の学生のはやりと中国の学生のはやり
について」。学生たちの間ではやっている事柄を対象として、食
べ物やアニメ、文化などのジャンルで日本と中国それぞれのトレン
ド事情を語り合いました。

市ケ谷
法政祭

多摩
法政祭

小金井
法政小金井祭

準　備 10月27日（水）
3時限以降休講

10月15日（金）
3時限以降休講

10月27日（水）
全時限休講

大学祭 10月28日（木）
～ 10月31日（日）

10月16日（土）・
17日（日）

10月28日（木）
～ 10月30日（土）

2021年度大学祭日程

2021年度の各キャンパスの大学祭日程は下記の通りです。
※下記は予定であり、変更の可能性もあります。

　2021年度の本学独自の奨学金（新・法政大学100周年記念
奨学金、法政大学学友会奨学金、大成建設株式会社奨学金、
株式会社橙青奨学金、株式会社エイチ・ユー奨学金等）の採否
結果が8月下旬に発表されます。申請された方は、法政大学情
報ポータルでご確認ください。
　採用期間は1年間で、年額を2回に分けて給付します。8月下
旬と12月下旬に申請の口座に振り込み予定です。
　この奨学金は返済不要の給付型ですが、2021年度中に休
学、退学、除籍などの学籍異動があった場合は、返還の義務が
生じます。また今年度の採否を問わず、毎年申請が可能です。
2022年度の申請時期は2022年6月上旬を予定しています。

2021年度本学独自の
奨学金の採否結果を発表

 「2022大学案内・入試ガイド」と本学全15学部の「学部紹介パ
ンフレット」が完成しました。全国で実施する進学相談会などで
配布するほか、ウェブ上でもご確認いただけます。

法政大学入試情報サイト

「2022大学案内・入試ガイド」と
15学部の「学部紹介パンフレット」が完成

検索

法政　入試

　大学の各種データを掲載した学校法人
法政大学案内『H-Line』2021（A5判64
ページ）を発行しました。本冊子は主に学外・
一般の方に配布されます。

『H-Line』2021を発行

リーフレット

※ 一部パンフレットはデジタル
版のみ作成しています。
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協力　法政大学後援会

企画・制作協力　㈱日経BPコンサルティング

印刷所　図書印刷㈱ 

BOOKS本学専任教職員の最近の著書、編纂書、訳書をご紹介します。

　各キャンパスの店舗で実施していた教科書販売も、
5月の上旬で終了いたしました。皆さま、ご利用いただ
きまして、誠にありがとうございました。
　コロナ禍の現状では、来校する機会も少なくなってい
るかもしれませんが、話題の学術書、人文書、就職活
動に関係する書籍などは、続 と々入荷しています。一
部の書籍はオンラインでも購入いただけるように、準備
を進めています。最新情報は、法政大学生協のウェブ
サイトをご確認ください。
　引き続き、皆さまの勉学、研究のサポートに努めてい
きたいと思っています。  （多摩購買書籍部）

法政大学生活協同組合書籍部より
＜多摩キャンパス＞

2021年度も皆さまの
勉学、研究の支援に尽力いたします

法政大学生協ウェブサイト

※日外アソシエーツ 図書内容情報BookPlusを参照

法政大学イノベーション・マネジメント
研究センター叢書20

日本の企業間取引
市場性と組織性の歴史構造	
19世紀から現在に至るまでの100年以上に
わたる歴史の中で、日本企業の企業間取引
関係は、どのように形成され、どのように展
開されてきたのか──。その特殊性と普遍
性を「市場性と組織性の絡み合い」という
視点に立って、歴史、日米比較、現状から
分析する。
金 容度 著    
経営学部市場経営学科 教授
出版社：有斐閣
発　行：2021年3月

地球環境学入門	第3版
フルカラーのイラストと分かりやすい解説で知
られる教科書の改訂版。人口統計学、エ
ネルギー資源、プラスチックの生産と廃棄、
食品ロス、グローバルな取り組みなど、新し
い話題を盛り込み、より時代に即した内容
が充実。高校教科書レベル以上の化学・
生物の知識がなくても、自然環境や地球環
境の基本的事項を読み解ける書。
山﨑 友紀 著   
経済学部経済学科 教授
出版社：講談社
発　行：2020年12月

地域と世界をつなぐ	 	
SDGsの教育学	
自分たちの地域のことを、他の人に英語で
どのように伝えるか。本書では、小学校英
語とビデオレターという二つのツールを用い
た異文化理解と交流の教育理論と実践の
過程をまとめている。地域と密着した取り組
みは、教科の目標や地域の枠を越え、より
大きなSDGsという目標とのつながりをつくる
活動といえる。執筆者それぞれの経験を例
に、具体的な成果と課題を提示する。
寺崎 里水、坂本 旬 編著  
キャリアデザイン学部   
キャリアデザイン学科 教授
出版社：法政大学出版局
発　行：2021年2月最後の文人	 	 	

石川淳の世界
今、なぜ石川淳なのか。この孤高の作家を
読み解くキーワードは「自由」。古今東西の
書物世界を軽快な「精神の運動」で往還し
た石川の姿勢は知的自由の体現だった。石
川作品には不自由に抗する不服従の精神が
刻まれている。計5人の識者の共著による
解説を通じ、その作品と「絶対自由」の世
界に誘う。
小林 ふみ子   
文学部日本文学科 教授  
田中 優子 名誉教授 他3名著
出版社：集英社
発　行：2021年4月
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付属校短信

法政大学第二中・高等学校

　2020年度の新型コロナウイルス感染
症の影響は、以後の学校生活を大きく変
え、学校行事の制限や中止など、生徒に
とっては非常につらい年となりました。
　まだまだ予断を許さない状況ですが、
2021年度は、2年ぶりに高校1年生の宿
泊行事である新入生合宿を実施しました

（4月12日～ 16日：山梨県笛吹市）。
　従来は2泊3日ですが、今回は感染症
対策を十分に行う中で、4グループ（1

グループ3 ～ 4クラス）に分かれて1泊2
日ずつの実施となりました。

新入生合宿では、担任による授業や生
徒同士での討論などが行われ、これから
本格的にスタートする高校生活に向けて

「二高生としての心得」の定着や、人間
関係の構築やクラスづくりに向けての基
礎修習などが進められました。
　また今回は、付属校教育教材である

「学びのつながり」を使っての学習も行

い、大学進学を見据えた将来のビジョン
について考える契機ともなりました。

高校1年生が、今後より一層の充実し
た高校生活を送れることを期待したいと
思います。

2年ぶりに高校1年「新入生合宿」の実施

法政大学中学高等学校

　COVID-19（新型コロナウイルス感染
症）による感染の収束が困難な中、今年
度の入学式は、中高ともに新入生とその
保護者（各家庭1人）の参列に限定して
本校の体育館にて行われました。
　校長の祝辞では、新入生や保護者に呼
び掛けやお願いがありました。「心や体
の調子が良くないときなどは、安心して
相談してほしい」ということについてで
す。2016年の学校事故により亡くなら

れた生徒の命日を「いのちの日」と位置
付け、「忘れない、二度と起こさない、
決意を示す」取り組みについて触れると
ともに、「良い教育を行うためには、教
員の深い研さんと余裕が必要」として、
教員の働き方改革への協力のお願いがあ
りました。
　今年度は三者協議会の活性化が学校の
活動方針に掲げられています。生徒、保
護者、教職員がそれぞれの立場から対等

に話し合う活動を通して、身近な問題に
ついて考え合い、生徒の力で変えていく
ことに努めます。生徒の意見を聞き、三
者でつくる学校運営を通して、さらに生
徒が主人公となる学校を目指します。

コロナ禍で新年度がスタート

法政大学国際高等学校

　4月から新入生が加わっての学校生活
が始まりました。入学式は新入生のみが
出席し、保護者の方には動画配信をしま
した。オリエンテーション合宿は学校で
の日帰りプログラムに変え、体育祭やオ
レンジ祭も形態を工夫していきます。
　授業は感染予防のガイドラインに従っ
て実施しています。コロナ禍以前から生
徒全員がタブレット端末を授業に持ち込
み、※Google Classroomなどを利用し

てきましたが、昨年の休校期間以来、本
格的に各授業で用い、今では授業の重要
なアイテムとして機能しています。その
結果、生徒たちが「授業は教室だけでな
く、Google Classroom内にもある」と
いう意識を持つようになったことは、以
前と比べて大きな変化です。進路ガイダ
ンスや国際交流イベント、保護者との教
育懇談会などはZoomを用いてオンライ
ン上で実施していて、好評です。

　コロナ禍での対処ということだけでは
なく、新しい学校の可能性を開いていく
きっかけになり得ると考え、新しい目で
学校を見て、積極的に変化させていくこ
とを目指していきます。

ポストコロナに向けた新しい学校活動へ

※Google Classroom：インターネット上にクラスを編成して、教材・課題の配布や採点などができるアプリケーション。
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Award

自由を生き抜く実践知大賞

2020年度「自由を生き抜く実践知大賞」には大学憲章を体現するような実践の取り組みとして10件がノミネート。
厳正な審査にて、大賞と大学憲章に連なる本学の理念などのキーワードを冠した4賞、

オンライン投票による「よき師よき友が選ぶ実践知賞」の計6賞が選ばれました。
ここでは、それぞれの受賞の取り組みを順に紹介します。

0202

「コロナ禍で孤立する留学生のオンライン学習支援」
（実践主体：「多文化教育」科目の有志32名（学生の自主活動））

4

「自由を生き抜く実践知大賞」の各賞の詳細や表彰式の動画は、
HOSEI PHRONESIS（http://phronesis.hosei.ac.jp/）をご覧ください。

※田中優子総長は2021年3月にて任期満了により退任しました。

来日1カ月の台湾出身の留学生と
オンラインでの交流

　学生たちも、急なオンライン授業で困難を抱えていた中で、さら
に多くの困難と孤立を抱えた留学生の日常に共感し、支援を実施し
たことは、法政大学憲章の理念にふさわしい行動です。この実践
は、コロナ禍においてこそ成し得たことで、多様な人々が協力して

「地球社会の課題解決に貢献する」ことを示し、まさにその行動に
おいて新たな実践知を獲得したことと思います。実践知によって、
孤立しがちな「コロナ禍」を「結びつく」機会にした点で、大賞に
ふさわしい取り組みでしょう。

田中前総長※からの選定理由コメント

　大賞に選出いただいた瞬間はとても驚き、思いがけない幸運が飛
び込んできたようで、留学生を含め交流者全員と受賞を喜び合いま
した。
　私たちの活動はコロナ禍という非常事態でのほんの小さな「種ま
き」ですが、その「種」には多文化交流や学習支援のさまざまな可
能性という生命力が宿っています。今後もつなげていきたいと考え
ています。

（「多文化教育」履修者代表キャリアデザイン学部2年※ 前田 美幸）※学年は受賞当時

受賞者からの感想

「多文化教育」授業の中で、コロナ禍で通学できない本学留学生
のことを知り、Zoomでの交流・日本語支援活動を開始してから早く
も1年がたちました。
　再び緊急事態宣言を受けたことで、現在も授業はオンラインで行
われ、留学生は来日できない状態にあります。そこで、多文化教育
科目内容に沿った活動の一環として多文化教育履修の新2年生20人
を中心に、昨年度履修生4人、他学部生4人を加え、12カ国の留学
生と共に、「第2期オンライン交流・学習支援」が始まっています。
　「今何ができるのか」模索しながらまいた小さな種は、芽を出
し、少しずつ確実に成長しています。今後どんな葉を付け、どんな

「実践知」の実がなるか今から楽しみです。

今後の展望

　新型コロナウイルス感染症（以下、コロナ）の感染拡大により、本学で学ぶ交換
留学生、短期の私費留学生の多くは、外出自粛の中で、慣れないオンライン授業に
参加し、懸命に日本語を学ぼうと努力していましたが、日本語でのニュースや情報を理
解することに苦労し、情報弱者として心理的にも物理的にも孤立していました。
　そうした留学生の状況を知り、有志の学生32人が自主的にウェブ会議ツール（Zoom）
による交流や日本語学習支援活動を行いました。支援した留学生は、17カ国から来た
32人です。参加者のほぼ全員がZoom初心者で、会って話したこともなく、お互いに
不安や心配を抱えながらの取り組みでしたが、さまざまな成果がありました。
　支援には「やさしい日本語」の使用を意識し、「はっきり・最後まで・短く・分けて・
整理して・大胆に」というポイントを心掛け、彼らの留学目的である日本語力の向上を
目指して支援したことで、日本語による学習支援の質が高まり、相互理解も深まりまし
た。
　また、翻訳機に頼らずに自分の言葉で伝えようとする気持ちの意義や大切さ、母語
として使っている日本語の再発見、コロナ禍の各国のリアルな様子や対応・文化の
相違など、多くの気付きや情報を得ることもできました。本活動により、テクノロジーを使っ
た多文化交流・学習支援の可能性を体得し、海外の学生たちとの交流や学習支援
に今後も生かしていきたいと考えています。

ノミネート理由・活動概要

大 賞

来日1カ月の思うように活動ができていないイラン
出身の留学生に就活での経験を伝えている様子
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